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────────────────────────────────────────── 

令和７年 第３回（定例）日 出 町 議 会 会 議 録（第２日） 

令和７年９月４日（木曜日） 

────────────────────────────────────────── 

議事日程（第２号） 

令和７年９月４日 午前10時00分開議  

         開議の宣告 

         請願の上程 

    日程第１ 決算審査報告 

         議案質疑 

    日程第２ 議案第40号 令和７年度日出町一般会計補正予算（第４号）について 

    日程第３ 議案第41号 令和７年度日出町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）に

ついて 

    日程第４ 議案第42号 令和７年度日出町介護保険特別会計補正予算（第１号）につい

て 

    日程第５ 議案第43号 令和７年度日出町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

について 

    日程第６ 議案第44号 日出町特別職職員によるハラスメントの防止等に関する条例の

制定について 

    日程第７ 議案第45号 日出町未来へつなぐ基金条例の制定について 

    日程第８ 議案第46号 日出町廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部改正について 

    日程第９ 議案第47号 日出町企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部改正

について 

    日程第10 議案第48号 日出町職員の育児休業等に関する条例の一部改正について 

    日程第11 議案第49号 日出町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正につい

て 

    日程第12 議案第50号 日出町行政手続における特定の個人を識別するための番号の利

用等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の

提供に関する条例の一部改正について 

    日程第13 議案第51号 日出町議会議員及び日出町長の選挙における選挙運動の公費負

担に関する条例の一部改正について 

    日程第14 議案第52号 豊後大野市の公の施設を日出町の住民が利用することに関する
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協議について 

    日程第15 議案第53号 財産（物品）の取得について 

    日程第16 同意第４号 日出町教育委員会教育長の任命について 

    日程第17 認定第１号 令和６年度日出町一般会計、国民健康保険特別会計、介護保険

特別会計及び後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定につ

いて 

    日程第18 認定第２号 令和６年度日出町水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定に

ついて 

    日程第19 認定第３号 令和６年度日出町下水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定

について 

    日程第20 報告第９号 地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づく健全化判断

比率の算定について 

    日程第21 報告第10号 地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づく資金不足比

率の算定について 

         議案及び請願の委員会付託 

    日程第22 一般質問 

         散会の宣告 

────────────────────────────── 

本日の会議に付した事件 

         開議の宣告 

         請願の上程 

    日程第１ 決算審査報告 

         議案質疑 

    日程第２ 議案第40号 令和７年度日出町一般会計補正予算（第４号）について 

    日程第３ 議案第41号 令和７年度日出町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）に

ついて 

    日程第４ 議案第42号 令和７年度日出町介護保険特別会計補正予算（第１号）につい

て 

    日程第５ 議案第43号 令和７年度日出町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

について 

    日程第６ 議案第44号 日出町特別職職員によるハラスメントの防止等に関する条例の

制定について 
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    日程第７ 議案第45号 日出町未来へつなぐ基金条例の制定について 

    日程第８ 議案第46号 日出町廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部改正について 

    日程第９ 議案第47号 日出町企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部改正

について 

    日程第10 議案第48号 日出町職員の育児休業等に関する条例の一部改正について 

    日程第11 議案第49号 日出町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正につい

て 

    日程第12 議案第50号 日出町行政手続における特定の個人を識別するための番号の利

用等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の

提供に関する条例の一部改正について 

    日程第13 議案第51号 日出町議会議員及び日出町長の選挙における選挙運動の公費負

担に関する条例の一部改正について 

    日程第14 議案第52号 豊後大野市の公の施設を日出町の住民が利用することに関する

協議について 

    日程第15 議案第53号 財産（物品）の取得について 

    日程第16 同意第４号 日出町教育委員会教育長の任命について 

    日程第17 認定第１号 令和６年度日出町一般会計、国民健康保険特別会計、介護保険

特別会計及び後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定につ

いて 

    日程第18 認定第２号 令和６年度日出町水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定に

ついて 

    日程第19 認定第３号 令和６年度日出町下水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定

について 

    日程第20 報告第９号 地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づく健全化判断

比率の算定について 

    日程第21 報告第10号 地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づく資金不足比

率の算定について 

         議案及び請願の委員会付託 

    日程第22 一般質問 

         散会の宣告 

────────────────────────────── 

出席議員（15名） 



- 34 - 

１番  多田 利浩君        ２番  阿部 峰子君 

３番  河野 美華君        ４番  岡山 栄蔵君 

５番  豊岡 健太君        ７番  衛藤 清隆君 

８番  阿部 真二君        ９番  上野  満君 

10番  川西 求一君        11番  岩尾 幸六君 

12番  池田 淳子君        13番  工藤 健次君 

14番  森  昭人君        15番  熊谷 健作君 

16番  金元 正生君                   

────────────────────────────── 

欠席議員（なし） 

────────────────────────────── 

欠  員（１名） 

────────────────────────────── 

事務局出席職員職氏名 

局長  河野 匡位君       次長  橋本 樹輝君 

────────────────────────────── 

説明のため出席した者の職氏名 

町長 …………………… 安部 徹也君  副町長 ………………… 大路 正浩君 

教育長 ………………… 恒川 英志君  会計管理者兼会計課長 … 吉松 美紀君 

総務課長 ……………… 髙橋 康治君  財政課長 ……………… 河野 明弘君 

政策企画課長 ………… 赤野 公彦君  まちづくり推進課長 … 坂西 和宏君 

税務課長 ……………… 成富 祥史君  住民生活課長 ………… 佐藤功次郎君 

介護福祉課長 ………… 間部  大君  子育て支援課長 ……… 白水由希子君 

健康増進課長 ………… 後藤 将児君  農林水産課長兼農業委員会事務局長 … 麻生 康弘君 

都市建設課長 ………… 藤井 英明君  上下水道課長 ………… 大塚英二郎君 

教育総務課長兼学校給食センター所長  … 古屋秀一郎君  学校教育課長 ………… 木田 尚武君 

社会教育課長兼町立図書館長  … 河野 英樹君  代表監査委員 ………… 井上 哲治君 

監査事務局長 ………… 山口 佳子君  総務課参事兼危機管理室長 … 佐藤 道智君 

財政課課長補佐 ……… 森若 由佳君 

────────────────────────────── 

午前10時00分開議 

○議長（金元 正生君）  皆さん、おはようございます。 
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 開会に先立ちまして、傍聴される皆様に申し上げます。会議中は静粛に願います。なお、会議

中の言論に対し、拍手や可否表明などの言動は固く禁じられております。 

 また、日出町議会傍聴規則第８条及び第９条の規定により、写真撮影や録音機器の使用は禁止

されています。携帯電話、スマートフォンをお持ちの方は電源をお切りになるか、マナーモード

に設定されますよう御協力をお願いいたします。 

────────────・────・──────────── 

開議の宣告 

○議長（金元 正生君）  ただいまの出席議員は１５名です。定足数に達していますので、これよ

り本日の会議を開きます。 

 会議の議事は、お手元に配付しております議事日程により行います。 

────────────・────・──────────── 

請願の上程 

○議長（金元 正生君）  本日までに受理した請願１件につきましては、お手元に配付したとおり

であります。 

 なお、請願につきましては写しにより説明を省略したいと思います。これに御異議ありません

か。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（金元 正生君）  異議なしと認めます。したがって、請願につきましては説明を省略する

ことに決定しました。 

────────────・────・──────────── 

日程第１．決算審査報告 

○議長（金元 正生君）  日程第１、決算審査報告を行います。 

 認定第１号令和６年度日出町一般会計、国民健康保険特別会計、介護保険特別会計及び後期高

齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について及び認定第２号令和６年度日出町水道事業会計剰

余金の処分及び決算の認定について並びに認定第３号令和６年度日出町下水道事業会計剰余金の

処分及び決算の認定について、審査結果の報告を求めます。代表監査委員、井上哲治君。井上哲

治君。 

○代表監査委員（井上 哲治君）  皆さん、改めましておはようございます。監査委員の井上哲治

でございます。 

 令和６年度日出町歳入歳出決算及び基金運用状況等審査並びに日出町財政健全化判断比率及び

資金不足比率審査を上野満監査委員と実施しましたので、その結果について報告します。 

 はじめに、日出町歳入歳出決算及び基金運用状況等審査について報告します。 



- 36 - 

 地方自治法第２３３条第２項の規定に基づき、令和６年度日出町各会計歳入歳出決算及び証書

類、その他、政令で定める書類並びに地方公営企業法第３０条第２項の規定に基づき、令和６年

度日出町公営企業会計決算書類及び附属書類について、それぞれ町長から審査に付されましたの

で、決算関係帳票、証書類などの照合を行い、各主管部署から審査に必要と認められる資料の提

出を受け、決算に関する説明を聴取して慎重に審査を行いました結果、各会計の決算書及び附属

書類並びに基金の運用状況を示す書類は、法令に準拠されて作成されており、計数も正確である

ものと認められました。 

 なお、決算の概要並びに決算に対する意見などについては、お手元に配付されております決算

等審査意見書のとおりでありますので、御一読をお願いいたします。 

 それでは私より、その結果についての意見を御報告いたします。 

 なお、時間の関係もあり千円単位で端数を丸めての報告といたしますので、御了承をお願いい

たします。 

 令和６年度一般会計並びに国民健康保険特別会計をはじめとする４つの特別会計における決算

総額は、前年度に比較しますと、歳入で６２４万６千円の減、歳出では４,７３５万１千円の増

となり、歳入で１９６億９,６５１万１千円、歳出では１９２億６,７７０万２千円となっており、

収支差引額は４億２,８８０万９千円の黒字決算となっております。 

 次に、普通会計の財政構造については、財政力指数は０.５８０で前年度より０.００２ポイン

ト増加し、財政構造の弾力性を示す経常収支比率は９５.１％となり、前年度に比べ１.３ポイン

トの悪化となっております。 

 また、地方債の状況につきましては、令和６年度の起債件数が４９件、借入額が５億２,５４８万

５千円で、前年度に比べ１,２００万１千円、２.３％の増加となっておりますが、令和６年度末

の地方債現在高合計は９１億７９８万８千円で、前年度に比べ３億７,０８８万３千円の減少と

なっております。引き続き、将来負担を考慮し、長期的視野に立った適切な起債管理を要望いた

します。 

 町税の収入状況につきましては、調定額３４億３,９８７万３千円、収入済額３３億５,５３０万

３千円、不納欠損額２,５６０万７千円、収入未済額５,９７５万１千円で、収納率は９７.５％

となっています。 

 また、歳入の財源内訳としては、町税など自主財源比率が４０.１％、国庫支出金など依存財

源比率は５９.９％となっております。 

 収入未済額については、少しずつ減少していることは、収納担当職員の収納技術の向上と努力

によるものと評価できます。自主財源の確保は最優先すべき課題であり、町民負担の公平性の観

点から、引き続き、収入未済額解消に向けて御尽力をいただきたいと思います。 
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 不納欠損額については、不納欠損に陥らないよう初期段階で芽を摘むことが大切です。不納欠

損処理をするに当たっては、町民の納付意識を阻害することのないよう、町民負担の公平性と財

源の確保を意識し、慎重かつ厳正な取扱いを行うよう要望するところです。 

 一方、歳出の性質別構成比率は、人件費、扶助費など義務的経費が５０.５％、建設事業など

投資的経費が７.２％、維持補修費などのその他の経費が４２.３％となっております。 

 また、国民健康保険特別会計をはじめ４つの特別会計歳入総額は６２億９,８１３万８千円、

歳出総額は６１億３,６２０万８千円、歳入歳出差引額１億６,１９３万円となっております。 

 財産のうち、基金につきましては、令和６年度末の現在高は４９億４,６６０万４千円で、前

年度に比べ５億８,７７５万９千円の増となっております。このうち、財政調整基金は１５億

１,９８４万６千円で、前年度に比べ６,９５４万１千円の増、減債基金は１０億７,０７４万

８千円で、前年度に比べ１億７３８万８千円の増となっております。 

 また、決算審査と並行して実施した財政健全化判断比率及び資金不足比率の審査では、将来負

担比率は基金残高の増加等によって大幅な改善を示しています。実質赤字比率では、標準財政規

模が増加したこと等により前年度比０.５５ポイント増加し、マイナス２.４６％となりました。

また、連結実質赤字比率、実質公債費率についても、若干の悪化は見られるものの問題ないと思

慮されています。 

 しかしながら、経常的経費の増加や公共施設の老朽化対応等財政を圧迫する要因が多くあるこ

とも踏まえ、今後も財政健全化に向け、さらに御尽力いただきたいと思います。 

 続きまして、日出町公営企業会計決算について報告いたします。 

 まず、水道事業会計です。給水人口は２万５,６６６人で、前年度に比べ２１８人減少しまし

たが、給水件数は１万１,６２０件と、７１件増加しました。 

 また、導送配水管の延伸により給水範囲の拡大が図られましたが、総配水量は前年度に比べ

３８万６千立方メートル減少しています。しかしながら、有収率は８９.６％と９.２ポイントの

大幅な改善がなされています。 

 次に、執行状況でありますが、収益的収支では、収益的収入総額４億４,４０７万２千円、収

益的支出総額３億５,１２９万９千円で、収支差引額は９,２７７万２千円となっております。 

 また、資本的収支では、資本的収入総額は９,２８５万３千円、資本的支出総額は２億

９,４１１万２千円で、収支差引額２億１２５万９千円の不足となっております。この不足分に

つきましては、損益勘定留保資金等で補填されております。 

 次に、経営成績につきましては、総収益４億６４４万８千円、総費用では３億３,１５９万

２千円で、７,４８５万６千円の純利益が計上されております。 

 次に、財政状況につきましては、資産総額４７億３,５００万５千円であり、前年度に比べて
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３,８７８万９千円の増加となっております。また、負債総額は１７億９８９万３千円で、資本

総額３０億２,５１１万２千円と合わせた負債資本の総額は４７億３,５００万５千円となり、前

年度に比べ３,８７８万９千円の増加となっております。 

 次に、下水道事業会計の業務実績でありますが、令和６年度末の処理区域内人口は１万

７,７６０人で前年度末に比べ５６人減少し、普及率は６４.１５％で前年度末に比べ０.２９ポ

イント増加しました。また、下水道に接続している水洗化人口は１万５,０１６人で前年度末に

比べ１１人減少し、水洗化率は８４.５５％で、前年度末に比べ０.２０ポイント増加しました。

汚水処理水量は２０１万５千立方メートルで、前年度末に比べ７万９千立方メートル増加しまし

た。 

 下水道事業の経営状況は、収益的収入総額が６億９,１４６万６千円、収益的支出総額は６億

５,７１２万７千円で、収支差引額は３,４３３万９千円となっております。 

 また、資本的収支では、資本的収入総額４億５２１万５千円、資本的支出総額は５億７,０２４万

４千円で、収支差引額１億６,５０２万９千円の不足となっております。この不足分につきまし

ては、損益勘定留保資金等で補填されております。 

 次に、経営成績につきましては、総収益６億５,９７８万６千円、総費用では６億３,７７９万

９千円で、２,１９８万６千円の純利益となっております。 

 次に、財政状況につきましては、資産総額９０億６,６８８万円で、前年度に比べ流動資産が

増えたことにより２億５,６０２万３千円の増加となっております。 

 次に、負債総額は６８億８２８万５千円で、資本総額２２億５,８５９万５千円と合わせた負

債資本の総額は９０億６,６８８万円となり、前年度と比べ２億５,６０２万３千円の増加となっ

ております。 

 企業会計決算におきましても、審査に付されました決算報告書及び財務諸表は地方公営企業法

及び関係法令に準拠して作成されており、その計数は正確であり、会計帳簿、証拠書類との照合

の結果も符合し、適正な決算であったことを認めたところでございます。 

 上水道事業及び下水道事業を取り巻く現況として、人口減少社会が到来し、節水器具の普及な

ど今後の給水収益の減少、激甚化する自然災害、管路の老朽化、物価高騰による更新費用の増加

等、課題が山積しております。 

 老朽化した施設の更新、耐震化を計画的に行い、施設の機能維持や長寿命化を図るとともに、

近年、激甚・頻発化する自然災害に強い施設の整備充実に努め、また、将来にわたり持続可能な

公共下水道の確立を目指していくよう要望します。 

 また今回、全庁にわたる審査の過程で、行政職員の在り方として極めて残念に感じた点があり

ました。縦割りの行政ではなく、全庁が連携し、我が事と捉えて、住民を主役に各分野の取組が
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より一層、横断的・相乗的に展開され、持続可能で魅力的な日出町の創造を願っています。 

 そして、将来にわたる健全経営の堅持とさらなる住民福祉の向上のため、職員一人一人が町政

の担い手として、最小の経費で最大の効果を挙げることを強く意識して、事務事業の最適化に取

り組むとともに、直面する最大の課題である少子高齢化・人口減少を乗り越えられるよう、強い

責任感と使命感を持って、行財政運営の推進に努めていただきたいと思います。 

 また、決算審査に関連しまして、その他事務事業についても審査を行いました。今年度は県内

において官製談合が発覚し、リスク回避のためにも契約事務について重点的に行い、その結果に

ついて意見を述べます。 

 １、契約事務の適正な執行について。 

 契約事務においては、おおむね適正に行われていました。しかしながら、多くの委託・工事業

務において随意契約が行われているのが現状です。契約事務の執行に当たっては、金額の大小に

かかわらず基本は競争入札の実施により、公正性、競争性及び透明性の確保をする必要があるた

め、契約制度に関する理解を深めるよう一層努めていただきたい。 

 また、随意契約を行う場合、地方自治法や日出町契約事務規則、日出町随意契約ガイドライン

や関係通知等により定められている契約等の事務手続を踏まえ、随意契約を行う理由等を明確に

し、引き続き、適正かつ客観的な根拠を示し契約事務を行うよう要望します。 

 ２、補助金（団体等財政支援分）の適正な執行について。 

 各種補助金の執行については、公益上の必要性、事業の効果、支出根拠等を精査していただき

たい。また、補助事業完了後、速やかに決算書、実績報告書等の提出を求め、交付の有効性を検

証されるよう努めていただきたい。補助金については、町にとって負担額が適当な額なのか担当

課において適宜チェックし、負担割合等が町にとって不利なものについては、公平性が保たれる

ように負担割合の変更等を働きかけ願います。 

 ３、安全・安心なまちづくりの取組について。 

 先日のカムチャツカ半島地震による津波の影響による他自治体における避難所運営は、日出町

にとっても多くの課題を残したといえます。指定避難所への避難経路、冷暖房設備の有無、高所

避難の際の屋外テントの設置や有無、日中の避難所における熱中症予防、トイレ、水の確保など

が考えられます。異様ともいえる暑さの中で、避難で二次被害を受けないためにも、避難所物資

の備蓄・環境整備は最優先事項として取り組んでいただきたい。 

 また、地震だけでなく、埼玉県で起きた痛ましい道路の陥没事故、最近でも頻発している全国

各地で豪雨によるマンホールの欠損等、住民の生活に直結した上下水道管の整備についても、リ

スクが高いと判断される箇所から速やかに行っていただきたい。 

 安くておいしい水を提供するためには、安全・安心が担保されなければ意味をなさないと考え
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ます。整備には多くの費用がかかることは十分承知しておりますが、起こってからでは遅いので

す。財政課、関係課と十分協議の上、災害時に町道を含むライフラインが寸断されることのない

よう、計画的に整備していただくことをお願いいたします。 

 以上、令和６年度決算認定についての審査報告といたします。どうもありがとうございました。 

○議長（金元 正生君）  以上で、決算審査の報告を終わります。 

────────────・────・──────────── 

議案質疑 

日程第２．議案第４０号 

日程第３．議案第４１号 

日程第４．議案第４２号 

日程第５．議案第４３号 

日程第６．議案第４４号 

日程第７．議案第４５号 

日程第８．議案第４６号 

日程第９．議案第４７号 

日程第１０．議案第４８号 

日程第１１．議案第４９号 

日程第１２．議案第５０号 

日程第１３．議案第５１号 

日程第１４．議案第５２号 

日程第１５．議案第５３号 

日程第１６．同意第４号 

日程第１７．認定第１号 

日程第１８．認定第２号 

日程第１９．認定第３号 

日程第２０．報告第９号 

日程第２１．報告第１０号 

○議長（金元 正生君）  日程第２、議案第４０号令和７年度日出町一般会計補正予算（第４号）

についてから、日程第２１、報告第１０号地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づく資

金不足比率の算定についてまでの議案１４件、同意１件、認定３件、報告２件を一括上程し、議

題とします。 

 これより議案質疑を行います。 
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 通告により質疑を許可します。質問席からお願いします。なお、質疑は１議案につき３回まで

となっております。 

 ３番、河野美華議員。河野議員。 

○議員（３番 河野 美華君）  議案第４９号日出町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部

改正について議案質疑を行います。 

 ２０２５年１０月１日より育児・介護休業法が改正され、新たに職員の柔軟な働き方を実現す

るための措置を講じることが義務づけられます。雇用形態は問わず、３歳から小学校に入学する

までの子供を育てる職員が、その子育ての状況に合った働き方を選択できるように、制度を新た

に設けなければなりません。 

 その制度とは、法律が定める５つの措置の中から２つ以上の措置を事業所が選び、措置を講ず

るようになりますが、この措置を導入する際には、労働組合等から意見を聞く必要があります。 

 また、措置導入後はそれについて対象の職員へ、法律が定める一定期間内に個別の周知と意向

の確認をしなければなりません。この意向を確認する時期というのは、職員本人または配偶者の

妊娠・出産等を申し出たとき、それと職員の子が３歳になるまでの適切な時期を指します。 

 そこでまず、お聞きしたいのが、通告しています①番についてです。①の中の質問、５つまと

めてお聞きします。 

 １、町が選択する２つ以上の措置の詳細を教えてください。 

 ２、労働組合等からの意見聴取の機会は設けましたか。 

 ３、措置の個別の周知・意向確認について、この条例の施行日時点での対象者数は何人ですか。 

 ４、個別の周知・意向確認の対象外ではあるが、措置の利用は対象となる方は何人ですか。 

 ５、個別周知や意向確認の具体的な方法を教えてください。 

○議長（金元 正生君）  総務課長。 

○総務課長（髙橋 康治君）  御質問にお答えをいたします。 

 議員御指摘のとおり、育児・介護休業法における柔軟な働き方を実現するための措置とは、

３歳から小学校就学前までの子供を養育する労働者を対象に、仕事と育児の両立を支援するため

に講じる措置制度となっています。 

 その中で御指摘ありました５つの措置ということで、御紹介をさせていただきますと、１つ目

が、終業時刻等の変更ということでございます。フレックスタイムと、また時差出勤等を指しま

す。 

 それから２番目には、テレワークということになっております。 

 それと３点目には、保育施設の設置・運営等というところ、また４点目が、就業しつつ子を養

育することを容易にするための休暇制度の創出ということ、それから５番目につきましては。短
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時間勤務制度ということになっております。 

 ただ、御指摘をいただきました点につきまして、育児・介護休業法の６１条の２においては、

この５つの講ずべき措置につきましては、地方公務員には適用しないということにはなっており

ます。ただ、国、県におきましても、既にこの措置を２つ以上講じているという実態がございま

す。日出町においても法の趣旨に鑑み、検討をしているところでございます。 

 短時間勤務制度については既に導入をしております。もう一つ以上ということについては、職

場において制度を活用できる、できないというような不均衡が生じないよう考慮し、皆さんが平

等に活用できる制度についてということで、御指摘をいただいております労働組合と協議を行っ

ているところでございます。 

 それから、この育児・介護休業法における３歳未満の適切な時期ということでございますけど

も、１歳１１か月に達する日の翌々日から２歳１１か月に達する日までの子を養育する対象者に

つきましては、９名ということになっております。 

 周知確認の対象外であっても、講ずる措置の利用は可能であるという対象者につきましては、

３歳以上で小学校就学前の子供を養育する対象者ということになりますけども、４４名というこ

とになっております。 

 また、この周知につきましては、新たに対象となる方につきましては総務課の産業保健師と面

談を行う上で周知を行い、意向確認を行っていきたいというふうに考えております。 

 そのほかの職員に対しましては、総務課職員が文書配付等も周知の方法ということになってお

りますけども、なるべく面談を行いながら周知と意向確認を行っていく、そういうふうに丁寧に

行ってまいりたいというふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（金元 正生君）  河野議員。 

○議員（３番 河野 美華君）  町が５つの措置の中から２つ以上の措置を選択して、制度として

実行していかなければいけないことはないと、地方公務員は。ですが、実質多くの自治体では、

法に鑑みて、そういった制度を取り組まれているということでした。 

 今、労働組合等と協議中ということなんですけれども、その５つの措置が、今、御説明ありま

したけれども、テレワークとか、保育施設の設置等も入っていて、これ、実質行政の仕事的には

なかなか取り入れることが難しいのかなと思います。今、もともと短時間勤務制度は取り入れて

いて、あと一つ取り入れる必要があるのかなと思っていますけれども。 

 となりますと、他県ではフレックスタイムの導入とか、大分市では時差、仕事の開始時刻等を

変更して、始業時刻等の変更を行っていたりします。おそらく日出町もそういった時差通勤、も

しくは新たな休暇を求めるということが、可能性としては高いのかなと考えておりますけれども、
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今、協議中ということですので、しっかりと協議していただきたいと思います。 

 ４番目の質問の答弁で、対象者が４４名ということですけれども、この方々は個別周知・意向

確認の対象外ではありますけれども、２つの新たな措置の利用が可能となっています。この方々

にも、制度を何らかの形で周知することが必要と思いますが、予定としましてはどのような予定

になっていますでしょうか。 

○議長（金元 正生君）  総務課長。 

○総務課長（髙橋 康治君）  先ほど御説明をいたしましたこの５つの制度支援措置に関しまして、

地方自治体としては、地方公務員には適用がないということですから、慎重に行っていきたいと

いうふうに考えております。 

 この措置に限って言えば、講じる際には周知をしていく、先ほど申しましたとおり、まずは書

面周知等から、それに併せて総務課職員のほうで対象者に当たらせていただいて、制度の説明と

いうこともさせていただきたいというふうに考えております。 

 時期といたしましては、１０月１日がこの施行日となっておりますけども、この５つの措置に

関しましては、対象となっていないということもありますので、少し慎重にやっていきたいとい

うふうに思っております。 

 以上です。 

○議長（金元 正生君）  河野議員。 

○議員（３番 河野 美華君）  今、先に答弁をいただいた形になるんですけれども、最後に質問

する予定だったんですけれども、対象外なのでしっかり慎重に取り組むということなんですけれ

ども、私は随分前から、職業生活と家庭生活が両立できる職場環境づくりの大切さを訴えてきて

います。 

 せっかくこういった条例改正が行われるのであれば、家庭スタイルに合った働き方の選択肢を

増やしていただいて、もし新たに休暇等を設けるというようであれば、無給ではなく有給にして

いただくとしていただいて、そうすることでこの条例の改正の意義が大きくなると思いますので、

真摯に取り組んでいただけたらと思います。 

 以上で議案質疑を終わります。 

○議長（金元 正生君）  これで議案質疑を終わります。 

────────────・────・──────────── 

議案及び請願の委員会付託 

○議長（金元 正生君）  お諮りします。ただいま議題となっております議案１４件、同意１件、

認定３件、報告２件、請願１件をお手元に配付しております付託表のとおり、それぞれの所管の

常任委員会並びに特別委員会に付託したいと思います。これに御異議ありませんか。 
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〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（金元 正生君）  異議なしと認めます。したがって、議案１４件、同意１件、認定３件、

報告２件、請願１件をそれぞれの常任委員会並びに特別委員会に付託することに決定しました。 

────────────・────・──────────── 

日程第２２．一般質問 

○議長（金元 正生君）  日程第２２、一般質問を行います。 

 なお、今定例会の一般質問は１１名の議員の方より通告がありました。９月２日の議会運営委

員会におきまして、今定例会の一般質問は、本日と明日、そして９月８日の月曜日の３日間で実

施することに決定しました。したがいまして、本日は受付番号３番までの３名、岩尾議員、豊岡

議員、熊谷議員の一般質問を実施し、明日、９月５日に受付番号７番までの池田議員、多田議員、

衛藤議員、阿部真二議員の４名、９月８日に森議員、河野議員、工藤議員、阿部峰子議員の４名

を実施いたします。 

 それでは、順次一般質問を許可します。１１番、岩尾幸六議員。岩尾議員。 

○議員（１１番 岩尾 幸六君）  おはようございます。１１番、岩尾幸六です。 

 今年は全国各地で、猛暑日の記録更新と停滞前線による記録的な豪雨被害が報告されており、

稲作や農作物などの被害が深刻化しております。その中での質問なんですが、今回は伸び悩むふ

るさと納税と通学路の危険箇所について質問をいたします。 

 最初の質問は、ふるさと納税の質問でございます。 

 町長は、ふるさと納税の寄附額１０億円を目指して、３つの無償化と３つのお祝い金の創設を

うたっております。今年、その中でもプレママお祝い金が実施されましたが、３つの無償化と残

り２つのお祝い金は多くの予算が必要となることより、ふるさと納税額が伸び悩んでいる今は、

期待している無償化の実現が心配でございます。 

 そこで、ふるさと納税の寄附額増額に向けてどのような政策を行うのかを問うものでございま

す。 

 まず最初の質問としましては、ふるさと納税の寄附額が伸びなかったと聞きますが、昨年度の

実績をお聞かせ願いたいと思います。 

○議長（金元 正生君）  政策企画課長。 

○政策企画課長（赤野 公彦君）  ふるさと納税の実績額につきましてですが、５年度、６年度、

両方でよろしかったでしょうか。 

 令和５年度、８億９,５３２万４,８３０円、令和６年度が８億７,７９１万２,１００円となっ

ております。 

○議長（金元 正生君）  岩尾議員。 
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○議員（１１番 岩尾 幸六君）  寄附額が、５年までは順調な伸びだったですけども、６年度に

関しては、５年度に比べて約１,８００万ほど減収したということになったのですが、この辺の

原因とかいうのは何かつかんでおりますでしょうか。 

○議長（金元 正生君）  政策企画課長。 

○政策企画課長（赤野 公彦君）  令和６年度が前年度に比べて伸びなかった原因の一つとして、

国の制度改正によるところも大きく影響したと分析をしております。 

 ふるさと納税制度につきましては、返礼品の調達価格が寄附額の３割以下という制限以外にも、

返礼品の調達や送料、仲介サイトに支払う手数料などの経費が寄附額の５割以下という制限があ

ります。昨年１０月の規制において、この５割以下にすべき経費の中に、それまで対象とされて

いなかったワンストップ特例の事務や寄附金の受領書の発行に係る費用を含めるようになりまし

た。そのため、返礼品の設定金額の引上げを余儀なくされました。 

 また併せて、地場産品の基準も厳格化されました。これによって、返礼品の見直しも必要とな

っております。 

 さらには、昨年度の全国的な米不足により、返礼品としてのお米の提供が早期に停止してしま

ったということも要因の一つと考えております。 

 ホテル宿泊券等、主力となる返礼品の開発がうまくいっている市町村も見受けられており、ふ

るさと納税の競争は激しくなってきております。日出町でも返礼品の開発やリピーターの獲得等、

多くの方策を行っていますが、昨年度につきましては、寄附額の増加までにはつながっていない

というところが現状であります。 

○議長（金元 正生君）  岩尾議員。 

○議員（１１番 岩尾 幸六君）  今、課長がおっしゃられましたように、いろんなことが絡まっ

てやっぱり伸び悩んだというふうに思いますが、これはもう今後も原因というのが積み重なると

思うんですね。それでやっぱりその辺、一つ一つ詰めていっていただいて、今後、少し伸ばして

いっていただきたいというふうに思っております。 

 次の質問なんですが、日出町のホームページでふるさと納税を閲覧すると、多くのサイトが記

載されております。町と今、契約しているサイトというのは実際幾つあるか、まずお聞きします。 

○議長（金元 正生君）  政策企画課長。 

○政策企画課長（赤野 公彦君）  今、個別に契約しているものは１３サイトになります。 

○議長（金元 正生君）  岩尾議員。 

○議員（１１番 岩尾 幸六君）  １３サイトあるということで、そのサイトの中には、私なんか

が通常、コマーシャルでよく耳にするサイトもありますけども、初めて耳にするようなサイトも

ございます。サイトごとの取引件数と寄附額というのが分かっていたら教えてもらえますか。 
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○議長（金元 正生君）  政策企画課長。 

○政策企画課長（赤野 公彦君）  サイトごとの件数と金額でありますが、個別の詳細については

公表は控えさせていただきたいと思いますが、ふるさと納税の４大サイトといわれる、さとふる、

楽天、ふるなび、ふるさとチョイスで答弁をさせていただきます。 

 ４大サイトの合計件数で約３万３千件、合計金額で約８億８００万円となっており、契約件数

で全体の９４％、金額ベースで全体の９２％を占めております。 

○議長（金元 正生君）  岩尾議員。 

○議員（１１番 岩尾 幸六君）  やっぱりこの、今、説明がありました４大サイトというのは、

よくコマーシャルなんかで耳にするサイトでございますから、これは全国的にも知名度があるサ

イトだと思っております。 

 特にこの４つのサイトで９２％というのは物すごく大きいんですけども、このほかに、今後、

伸ばしたい、期待するとかいうようなサイトはございますか。 

○議長（金元 正生君）  政策企画課長。 

○政策企画課長（赤野 公彦君）  お答えします。 

 ４大サイト以外に航空各社のサイト等もあります。そういった方につきましては、ほかのサイ

トも幾つかあるんですけども、富裕層の方が多いといわれているところのサイトがありますので、

そういった高額納税者の方を目当てにしたサイトで更新できればなというふうに思っております。 

○議長（金元 正生君）  岩尾議員。 

○議員（１１番 岩尾 幸六君）  ぜひ、そういう大きな航空会社関連に関しては、期待できると

ころがあると思いますので、ぜひ進めていっていただきたいと思うのですが、こういう多くのサ

イトと契約していくと、また今後も契約を伸ばしていくかと思うんですけども、契約料も莫大な

金額になると思うのですが、各サイトへ支払う契約料とかいうのは、どのような仕組みになって

いるか教えていただけますか。 

○議長（金元 正生君）  政策企画課長。 

○政策企画課長（赤野 公彦君）  ポータルサイトの支払いにつきましては、サイトごとに多少の

違いはありますけども、そのポータルサイトを通じて、実際に寄附が行われた金額の１０％前後

を支払うこととなっております。 

 先ほど１３サイトの登録があるとお伝えをしましたが、各サイトにおいて定額の利用料という

ものはなくて、実績払いという仕組みになっております。 

○議長（金元 正生君）  岩尾議員。 

○議員（１１番 岩尾 幸六君）  実績払い、寄附の１０％ほど払っているということで、初めて

耳にしたんですけれども、じゃあ、昨年度の支払いの合計というのは幾らぐらいになっているん
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ですかね。 

○議長（金元 正生君）  政策企画課長。 

○政策企画課長（赤野 公彦君）  お答えします。 

 いろいろな手数料の種類がありますけども、ポータルサイト運営の事業者の皆様に払った費用

につきましては、約４億１千万円となっております。 

○議長（金元 正生君）  岩尾議員。 

○議員（１１番 岩尾 幸六君）  ４億というのはやはり大きいですね。全体で約４０％を超える

ぐらいの金額が支払われていると思うんですけれども、やはりこの辺も寄附額が伸びていくと、

この辺の額も必然的に伸びることになっているんですけども、今後は伸ばしていっていかないと

だんだん低迷していく形になりますので、この辺のやつも努力していってほしいというふうに思

っております。 

 次に、今年１０億を目指そうということで、担当課のところに目標数値を掲げて動いているん

ですけども、ふるさと納税、企業版ふるさと納税も含めてですが、増加させるための施策という

のはどのようなことを行おうとしているのか、その施策をお聞きします。 

○議長（金元 正生君）  政策企画課長。 

○政策企画課長（赤野 公彦君）  まず、速攻性もあり最も効果的な取組といたしましては、利用

者の目につくように、先ほど言いました４大ポータルサイトでのキャンペーンや代替的な広告を

行うことであります。しかしながら、経費が寄附金額の５割以下という制限がどうしてもありま

すので、現状、日出町では大幅に広告費を増額することは難しいのが現状であります。 

 次に考えられる方策といたしましては、ポータルサイトを運営している中間事業者を変更、ま

たは追加するということも考えられます。しかし、中間事業者を変更、または追加した場合は、

その一定期間はポータルサイトの運営が止まってしまいますので、その期間は大幅な寄附金額の

減少ということが考えられます。 

 そこで現状、最も現実的な方策といたしましては、現在ある返礼品のブラッシュアップ、また

今後、日出町の主力となり得る魅力的な返礼品の開発に取り組むとともに、リピーター拡大を取

り組むということを行っております。 

 一方、企業版ふるさと納税につきましては、寄附いただける企業に選んでいただけるよう魅力

ある事業の構築、また、その事業に興味を持っていただくよう事業の分かりやすい説明等が重要

であると思っておりますので、企業版ふるさと納税のパンフレットの見直し等をしております。 

 今後も、まちづくり推進課等と連携した企業訪問を含めて、企業版ふるさと納税の仲介事業者

とともに十分連携をしてさらなる推進に、企業版ふるさと納税につきましても取り組んでいきた

いというふうに思っております。 
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○議長（金元 正生君）  岩尾議員。 

○議員（１１番 岩尾 幸六君）  やっぱり１５億を目指すということは、いろいろな面で展開し

ていかなきゃいけないと思うんですが、キャンペーンや広告の拡大、先ほど課長がちょっと言い

ましたように返礼品、この辺もどういうのがあって、今、どうするかというのは、担当職員の方

も、今後、勉強していかなきゃいけないと思うんですね。 

 またこれ後で詳しく質問しますけれども、その辺、今後、担当課としては力を入れていって、

この辺をどんどん伸ばしていっていただきたいというふうに私どもも思いますので、よろしくお

願いします。また町長に関しては、この辺の指導なり、矛先をきちっと明確にして、担当課に伝

えていっていただきたいと思っています。 

 それから次に、町長が、稼げる農業、稼げる漁業を実現し、第１次産業の活性化を図るという

ふうにおっしゃっております。これらをふるさと納税に結びつけるためには、先ほど課長もおっ

しゃっていましたように、返礼品の増加とか新たな開発とか、いろいろなことをしなきゃいけな

いと思っているんですけれども、担当課として、今後、どのような政策を打ってこの辺を伸ばそ

うとしているのか、もう一度詳しくお願いできますでしょうか。 

○議長（金元 正生君）  政策企画課長。 

○政策企画課長（赤野 公彦君）  御質問にあります、１次産業の出品数という、拡大という視点

でお答えさせていただきますけども、全国的に見ますと人気が高い返礼品といたしまして、シャ

インマスカットをはじめとしたフルーツ類が挙げられます。日出町におきましてもシャインマス

カットや巨峰、ミカン、カボスなど果物は人気の返礼品であり、ほかにも白いトウモロコシや潮

トマトといった野菜も、毎年度品切れの状況となっております。 

 ふるさと納税の返礼品につきましては、提供量を増やしていただければと考えておりますので、

農林水産課や農協さんを含め、生産者と協議を進めて考えていきたいというふうに思っておりま

す。 

 また、水産品につきましても同様に進めていきたいというふうに思っております。 

○議長（金元 正生君）  岩尾議員。 

○議員（１１番 岩尾 幸六君）  やっぱりこれ、サイトごとに出展品を見てみますと、やはり今

方言われたようにフルーツ類、巨峰とか梨とかいろんな果物が出されております。また、野菜も

いろいろなもの出されてますが、この辺の私個人として思うのが、やっぱり旬なものを旬な時期

にというのが一番大切だと思うんですよ。 

 旬の時期を記入されているやつもあるけれども、記入されていないところもございます。だか

らそれを、欲しいな、いつ日出町のフルーツ買おうかなと思っても、時期が載っていないと分か

らないところも結構あるんですよ。そういう細かな点も考慮して、やはり出品の写真に関しては
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その辺の旬の時期だとか、そういうところを一つ一つ掲載していって分かりやすくすると、一品

でも多く寄附額が増えると思うのでよろしくお願いいたします。 

 あと、８番の受付時間外というやつの件につきましては、今、私が言っていますように、旬な

時期を書かれているもの、書かれていないもの、それから受付時間外というのもございますが、

もうこの辺の表現が非常に難しくなってるんで、ちょっとここは割愛させてください。 

 これ最後の質問なんですが、過去の寄附額を見てみると、ふるさと納税を、すいません、この

モニターに出ますので見てください、ちょっと字が小さいんですけども、ふるさと納税をスター

トさせた平成２６年は７１０万、３０年は寄附額が４,６００万、３１年は一挙に３億１千万と

いうことで伸びております。令和２年は７億４千万、令和５年は８億９千万と、令和に行って右

肩上がりに寄附額が増加してきているのが、この表を見て分かると思います。 

 残念ながら、昨年度が８億７千万円で目標の１０億を達成できませんでした。この１０億を達

成させるためには、まず、私の考えとしては職員の増員が必要ではないかと思います。 

 今までは、例えば、８億６千万とか８億近いところに関しては４人でやられていたということ

で、１人当たりやっぱり２億円ぐらいを稼ぎ出した計算になるんですけども、今後、やっぱり

１０億を目指そうとしたときに、やっぱり１人が２億稼いでいたら最低限５人なんですね。５人

でそれを達成できるかというと難しい点もありますので、この辺の人数は何名にして臨むのか、

ここが一番重要と考えておりますが、まず担当課、それから町長の考えをお聞きしたいと思いま

すので、よろしくお願いします。 

○議長（金元 正生君）  政策企画課長。 

○政策企画課長（赤野 公彦君）  まず、寄附金の増加につきましては、先ほどもお答えをいたし

ましたけども、主力商品となる返礼品の開発が必要となってきますので、担当者のマンパワーと

いうものが当然必要となってきます。 

 議員のうれしい提案ではありますけども、ふるさと納税の担当者を増やすということも確かに

一案ではあると思いますけども、まずは農産品等に関わる農林水産課をはじめ各課職員と連携を

して、全庁挙げて、まず、取り組んでいきたいというふうに思っております。 

 以上です。 

○議長（金元 正生君）  町長、安部徹也君。 

○町長（安部 徹也君）  御質問にお答えいたします。 

 このふるさと納税の担当者につきましては、今、議員がおっしゃったように、今、４人ほどが

担当しておりまして、８億超えるふるさと納税を獲得してますので、１人当たり２億ぐらいふる

さと納税を稼いでいるわけであって、これは民間企業でいうとすごいことだと思うんですよね、

１人２億稼ぐというのは。 
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 ですから、本来であれば担当者を増やすといいなというふうに思うんですけれども、この部署

はただ単に人を増やせば増えるかというと、そういうことはないというふうに考えておりまして、

やはり専門人材が必要だというふうに考えております。 

 ですから、企業でいうとマーケティングの担当者というのが必要になってくるんですが、役場

の場合はマーケティングという考えがございませんので、担当者を増やすにしろ、これは例えば、

地域活性化起業人を活用したり、企業版ふるさと納税の人材派遣を活用したり、外部の人材を入

れないと、なかなかマーケティングという考え方が浸透していかないのかなというふうに思いま

す。 

 また商品開発であったり、ポータルサイトでの返礼品の見せ方、こういったもので全く納税金

額というのは変わってきますので、今後は、今月からタウンプロモーション推進室というのをつ

くりましたので、そういった町の名前を売りながら、町のそういった商品を売りながら、ふるさ

と納税を伸ばしていく、そういった形に変えていこうというふうに思います。 

 その中で、担当者の増加についてはできる限り外部の方を活用して、ふるさと納税を伸ばして

いければなというふうに考えているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（金元 正生君）  岩尾議員。 

○議員（１１番 岩尾 幸六君）  私も、担当の職員、もしくは外部の方、専門職でも結構なんで

すが、やはり専門的な人、ここが重要になってくると思うんですよ。それと、先ほど課長が言っ

てましたけれども、やはり返礼品の開発で町民の方、出品者をいかに多く当たっていくか、この

辺が重要になってくると思いますね。 

 同じ、私もトウモロコシを作っていますけども、トウモロコシも返礼品に入ってます。ただ、

トウモロコシだけではなくて、トウモロコシの中でも時期によって全然違うんですね。その辺を

きちんと理解している人と理解していない人、返礼品が来たら、そのまま直接、農協なり農家さ

んに伝えるだけじゃいけないと思うんですね。やっぱりその時期によって農家の方々と密になら

ないと、これはできないと思います。 

 先ほど町長が言われましたけれども、昨日の新聞に載っていたタウンプロモーション推進室、

この辺のところをただ設置しただけじゃなくて、うまく回転するような仕組みをどんどんつくっ

ていって、まだ、農協とか個人出品している人たちはその辺の詳しい内容が分からないと思いま

すので、ぜひこの辺を広めていっていただいて、ますます農家の方々と漁業の方々も一緒でコン

タクトを取りながら、寄附額、寄附件数を増やしていっていただきたいというふうに思っていま

す。 

 これはもうただ希望じゃないです。若い方々の３つの無償化とか、その辺につながりますので、
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ぜひ早い時期に実現をお願いしたいというふうに思っております。 

 次は、通学路の危険箇所について伺います。 

 令和３年９月の一般質問でも、私、通学路の危険箇所について質問しております。そのときの

状況も含めて、再度確認したい内容がございますので質問いたします。 

 毎年６月から７月にかけて、教育委員会の方々や警察、地域の方々で、通学路の危険箇所の洗

い出しを行っていただいております。この洗い出しで指摘された危険箇所については様々な対策

を行ってきておりますが、対策の中には短期でできるものや長期にわたるものなど様々でありま

す。危険箇所はどこも早急な対策が必要と感じていますので、執行部の対応をお聞きしたいと思

います。 

 まず、毎年実施していただいております危険箇所のリストアップはどのような体制で行ってい

るのか、まずお聞かせください。 

○議長（金元 正生君）  学校教育課長。 

○学校教育課長（木田 尚武君）  質問にお答えいたします。 

 通学路の危険箇所のリストアップにつきましては、大分県教育委員会からの通学路合同点検の

実施通知を受け、日出町教育委員会が各小中学校に依頼し、交通安全、防犯、防災の観点から、

学校区ごとに学校関係者や保護者、地域の方々の情報を基に作成しております。 

○議長（金元 正生君）  岩尾議員。 

○議員（１１番 岩尾 幸六君）  地域の方々も入っていただいているということは、やはり危険

箇所は明確に取られると思いますので、今年もそのような形で行っているということはいいこと

だと思います。 

 リストアップされた箇所に関しては、やっぱり指摘箇所が出ていると思うんですが、今年リス

トアップされた危険箇所は、地区ごとに何か所ぐらいあったのかお聞かせください。 

○議長（金元 正生君）  学校教育課長。 

○学校教育課長（木田 尚武君）  お答えします。 

 今年度各学校から報告された危険箇所は、豊岡地区１８件、日出地区５件、川崎地区１３件、

藤原地区９件、大神地区１５件、合計６０件です。 

 また、学校から報告があった６０件全ての危険箇所について、都市建設課及び教育委員会の担

当者、警察関係者等で現地確認をしました。ただ、危険性があり危険度の極めて高い箇所は、昨

年度までに修繕対策済みとなっております。本日９月４日、大分河川国道事務所、別府土木事務

所、杵築日出警察署等の関係者との通学路安全推進会議が実施されますので、危険箇所への対策

について意見を求めていきます。 

○議長（金元 正生君）  岩尾議員。 
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○議員（１１番 岩尾 幸六君）  各地区、指摘件数がばらばらで、やっぱり危ないところがたく

さんある地区もございますし、トータルで６０件あると。ちなみに、昨年度は何件だったですか

ね。 

○議長（金元 正生君）  学校教育課長。 

○学校教育課長（木田 尚武君）  昨年度の実績につきましてはほぼ同じ数字で、申し訳ございま

せん、ちょっと今、お答えはできません。 

○議長（金元 正生君）  岩尾議員。 

○議員（１１番 岩尾 幸六君）  毎年同じぐらいの件数が上がってくるということで、認識して

よろしいですね。６０件の中で特に危険箇所が危ないところ、ワースト３とか、ワースト５ぐら

い、ここが危ないとかいうのは決まってますでしょうか。それとも、今後の警察参加の会議で決

まるんでしょうか。 

○議長（金元 正生君）  学校教育課長。 

○学校教育課長（木田 尚武君）  危険箇所につきましては、実際項目を見ますと、歩道の確保と

して、道路、歩道の拡幅工事や横断歩道等の路面工事、標識の設置を求めているものから、車の

交通量やスピード運転の危険度に関するものまで様々でございます。 

 横断歩道標識等の設置基準もありますので、交通取締りやドライバーへの安全啓発についても、

今後、警察等との関係機関と連携して、危険箇所の位置づけについて協議していきたいと思いま

す。 

○議長（金元 正生君）  岩尾議員。 

○議員（１１番 岩尾 幸六君）  今後、協議していくということなんですが、以前、令和３年、

４年前のワースト３として、工藤輪業の前の交差点、それから下町、体育館から若宮八幡までの

下町の通学路、それと、万願寺の陸橋の下がワースト３ということで危ないというふうにリスト

アップしてたんですよ。 

 やっぱりどこが本当に町内で一番早く手を打たなきゃいけないかというのは、それはワースト

３なり、ワースト５なりを決めて、対策に順序をつけていただきたいと思いますので、今年

６０件の中でどこが一番危ないか、次はどこかというのを早く決めて、対策に臨んでいただきた

いというふうに思いますので、今後の会議の中でもよろしく、反映させてください。 

 通学路の危険箇所というのは、こういうＡ３版でこのような一覧表にまとめられて、地区ごと

まとめられています。私、これ頂いたんですが、まだ完成形ではないとのことですので、参考的

に、この中から幾つか質問させていただきたいと思うんですが、一覧表には、今年度、新たに指

摘された新規という内容と過去からの継続という形で区分されております。 

 まず、この一覧表で目につくのが、交通安全と防災関係の指摘が多く取り上げられています。
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先ほど言われたように歩道が狭いだとか、そういう問題が結構あると思うんですね、車の量が多

いとか。 

 その中で対策を見ると、その大半が安全教育となっているんですね。これらの安全教育となっ

ているんですが、教育で対策済みとしている箇所が多くなんですが、どのような教育が行われて

いるのか、この辺の内容を一部お聞かせください。 

○議長（金元 正生君）  学校教育課長。 

○学校教育課長（木田 尚武君）  お答えします。 

 安全教育につきましては、それぞれの学校で危険箇所等を挙げておりますので、それに特化し

て定期的に児童生徒への交通指導、集会指導を行っております。 

 また、御指摘にありました安全教育の対策済みにつきましては、小学校入学後の１年生は現地

での安全指導を行っております。また、通常は地図や写真を使った具体例を挙げて、学校での安

全指導は行われております。 

○議長（金元 正生君）  岩尾議員。 

○議員（１１番 岩尾 幸六君）  ３年前の議事録を見てみますと、１年生は職員が同行して現地

で危険箇所を知らせると。だからその上、２年、３年、４年というところに関しては、今、言わ

れたように写真を使っているだとか、多分、机上の安全教育になっていると思います。 

 机上の安全教育というのは、私なんかでも、大人でもそうなんですよ。机上というのはあまり

頭に残りません。現場が一番なんですね。現場での安全教育というのがやはり一番、生徒なり、

皆さんに響くと思いますので、現場での教育をどのようにやっていくのか、先生も大変です。 

 いろんな箇所があるんですけれども、その辺にどういう生徒を現地に連れていくのかというの

が、そういうところも大変になってくると思いますけれども、どうやったら現地での教育ができ

るのか、今後、検討していっていただきたいと思いますので、全部やれとは言わない、ある箇所

だけで結構ですので、今年はこことここをやったとか、そういう現場での教育を少しずつは増や

していくようにお願いしたいところでございます。 

 次にもう一度、一覧表の中、継続と扱われている項目は結構あるんですね。その中でも安全教

育となっているんですけども、対策済みになっていない箇所が多数あります。これはやっぱり

１年間教育をやられていなかったのか、この辺の内容をお聞きしたいんですが。 

○議長（金元 正生君）  学校教育課長。 

○学校教育課長（木田 尚武君）  お答えします。 

 一覧表そのものがまだ不完全なものもございますので、新規、継続、いずれにしても、学校か

ら上がってきた危険箇所については、学校がそれぞれの学校の子供たちに指導しているというこ

とを前提にしておりますので、新規、継続にかかわらず学校の指導状況については、今後、確認
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しながら、完全なる指導が徹底できるように努めてまいりたいと思います。 

○議長（金元 正生君）  岩尾議員。 

○議員（１１番 岩尾 幸六君）  私のほうも未完成というのを理解しておいてあえて聞いたんで

すけれども、実施済みになってもやはり教育は行っているということで安心しております。ぜひ、

最後にまた私の希望をおっしゃいますので、ここは控えさせていただきます。 

 ⑤なんですが、やっぱり危険度の高い箇所ということで先ほどとダブりますので、この件に関

しては、５番目は飛ばしたいと思います。 

 この中で、私、ずっと一覧を見てみましたら、やはり１個だけ心配な点がございまして、日出

町の相原製麺所の前の曲がり角、危険箇所として指摘されております。ここが危険と指摘された

理由には、下町から来た車が学校前を通らずにあそこショートカットするわけですね、相原製麺

の前を通って、銀行前の信号のところを抜けてくると。それから、児童が相原製麺方面から下っ

てきて、自転車通学の生徒と車が交差することが多く、危険箇所として指摘されているというふ

うに判断します。 

 ここの対策として、安全教育の実施とボランティアによる見守り、これはもう毎日、議員の方

がボランティアで立っていただいております。それと、児童に関しては通学路の変更で対策済み

となっておりますが、まず、どんな教育を行ったのか、それから、通学路の変更というのはどの

ように変更したのかをお聞かせください。 

○議長（金元 正生君）  学校教育課長。 

○学校教育課長（木田 尚武君）  お答えいたします。 

 一覧にあります日出地区の相原製麺所前のカーブにつきましては、通学路として日出中学校の

生徒が対象となります。日出中学校では、全校学年集会、各学級において危険箇所に関する安全

指導を行うとともに、通学路となっています自転車通学生を集めて、自転車に特化した安全指導

を行っているところです。 

 また、通学路の変更等につきましては、学校でできることは日出の若宮八幡から通常の旧道に

ついては自転車、そして、そこから下の下町を通って学校に上がっていく歩道ということで、自

転車、歩行者を分離した形で学校での安全対策としております。 

○議長（金元 正生君）  岩尾議員。 

○議員（１１番 岩尾 幸六君）  自転車と歩行者の区別はいいんですけども、やっぱりこの危険

箇所というのは曲がり角、コーナーでの危険ということで、上から下ってきた子供が、歩道まで

自転車で来ますね。そういうところに車が来て、自転車と車が接触しそうになって危ないという

ことなんで、私はこの通学路の相原製麺を下ってくる自転車、これを大分銀行の信号から下ろす

のが一番安全かなと思って、そこになったのかなといってお聞きしたかったんですけども、そこ
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は今までどおりでいいんですね。 

 これは、今は聞いたんですが、これ、やはり下町の通学路というのはもう何年も前から狭いわ

けなんです。現在も車の量が多くて、産業通りを右折しなくて直進してくる車が相当います。こ

の交差点、今言われたように何年も前から危険箇所として指摘されておりまして、だんだん車が

増えております。 

 対策としては、若宮八幡の前にバンプ、それから入り口にゾーン３０の設置ということで対策

はされてきてますが、本当にこれらの対策で児童の安全を確保することができるのか疑問であり

ます、ずっと。皆さん方も、これで本当に児童が安心して下町を通学するのかというのは、一遍、

考えてみてください。決してイエスじゃないと思うんですね。 

 本当に子供たちの安全を確保するには、車への規制強化が必要だと思っています。ほかの市町

村、学校周辺を見てみますと、通学時間帯には一方通行をやったり、車の進入禁止で車をシャッ

トアウトしているところが多数あります。それはみんな、子供たちのために車を通させないとい

うことで行っていることです。 

 ですので、日出町もやはり朝の７時から８時ぐらいの間、子供の安全を確保のためには、町を

挙げてあそこを進入禁止にしようかとか、そういう対策が必要だと思うんですよ。ですので、過

去、今まで何回か危険場所の洗い出しをやって会議にかけたんですけれども、このような進入禁

止だとか、時間帯の交通規制とかいうことを対策にしようとした時期があるのか、この辺をちょ

っとお聞かせ願いたいと思うんですが。 

○議長（金元 正生君）  学校教育課長。 

○学校教育課長（木田 尚武君）  今現在、役場の前も含めて３０キロ規制になっているかと思い

ます。そして、また今日、実は会議をしているところで、警察ができること、行政としてできる

こと、横断歩道、それから信号の設置基準等もありますので、そこについては、今、議論が停滞

しているというか、可能な範囲と不可能な現実というところで、今、止まっているところです。 

○議長（金元 正生君）  岩尾議員。 

○議員（１１番 岩尾 幸六君）  警察の方に、信号をつけてくれ、横断歩道つけてくれと、やは

りそういう法令というんですかね、そういうのがあってなかなか前に進まないのが事実です。で

すけども、そこを町を挙げて、やっぱり何とかすることができるんです。実際にほかのところで

それやってるんですから、やっぱり声が大きいか、小さいかの問題です。ですので、今後も諦め

ずに警察なんかで協議していっていただきたいということでございます。 

 それから、あとその危険箇所に関してなんですが、朝夕の通学時間帯に多くの方が見守りを行

っていただいてるんですけれども、町内何か所でそういうボランティアの方々が見守りを行って

いるか、調査されてますか。 
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○議長（金元 正生君）  学校教育課長。 

○学校教育課長（木田 尚武君）  正確な数字を、今、申し訳ございません、把握しておりません。

それぞれの地域の方のボランティア、活躍されていることで、小学校校区にそれぞれ確認したと

ころ、おおよそというところで、明確な数ということはまだ学校ごとに違いますので、また確認

していきたいと思います。 

○議長（金元 正生君）  岩尾議員。 

○議員（１１番 岩尾 幸六君）  ぜひ、学校区ごとで結構です。どこの箇所にどれぐらいの人が

ボランティアで、毎日やっていただいているのか、やはり把握することが必要だと思うんですよ。 

 よく見てください、ボランティアの方ってほとんど高齢者が多いです。この猛暑の中、もう苛

酷な状態です。私もやってます。影がないんですね。影がないところに関してはもうどうしよう

もない、電柱の影を唯一の影とかしたってやってるんです。 

 ボランティアの方々の服装を見てもらうと分かるんですが、帽子に交通安全か何かのジャケッ

ト、日頃着るよりも１枚多く着込んでます。ということは、やはり暑さ対策もそれなりに必要だ

と思っているんですね。このボランティアをやってくれる方々に暑さ対策用として、ファンつき

のジャケットを配付したりすることも一つの対策だと思います。 

 ですので、先ほど、何か所でどれくらいの方がボランティアとしてやっていただいているのか

把握してくださいというのはここなんですね。町長、この辺のやっぱりボランティアの方々に、

ファンつきのジャケットの配付とかいうのはいかがなもんでしょう、検討の中に入れるべきか。 

○議長（金元 正生君）  町長。 

○町長（安部 徹也君）  御質問にお答えします。 

 確かに学校のある間、お休みなく交通指導していただいている方、たくさんいらっしゃいます。

議員の中にも、たくさんそういったボランティアで活動していただいていることも承知しており

ます。本当に心より敬意を表するところでございます。 

 また、そういう方々のやはり環境というのも非常に重要だと思いますので、今後はまたしっか

り把握をして、そういう特に暑さ対策、そういったものについては予算措置するなど、また検討

していきたいというふうに思います。 

 以上です。 

○議長（金元 正生君）  岩尾議員。 

○議員（１１番 岩尾 幸六君）  ぜひ、この辺の予算措置をお願いしたいというふうに思います。

財政課長もよろしくお願いします。 

 それから６番目に、万願寺橋の交差点の拡張工事どうなったかということ、もう今進んでいる

みたいなので、６番目はまた割愛させていただきます。 
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 最後、この一覧表見てみますと、やはりいつ対策したのか、いつ指摘したのかというのが、年

月日が載ってないわけですね。ですので、やはり今後、これ配付していただくときに関しては、

例えば、何年何月の指摘のやつですよとか、それから対策打ったときに、何年何月に対策打たれ

ましたよというのが入ると、これ、まだ見やすい資料となりますので、ぜひ、その辺の検討も、

今後、進めていっていただきたいというふうに思っております。 

 以上で私の質問を終わります。 

……………………………………………………………………………… 

○議長（金元 正生君）  お諮りします。ここで休憩したいと思います。これに御異議ありません

か。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（金元 正生君）  異議なしと認めます。したがって、休憩します。１１時半より再開いた

します。 

午前11時23分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午前11時30分再開 

○議長（金元 正生君）  休憩前に引き続き会議を開きます。 

 ５番、豊岡健太議員。豊岡議員。 

○議員（５番 豊岡 健太君）  ５番、豊岡健太です。通告書に従って質問します。 

 今回は大きく２点ありますが、まず、民生委員について伺います。 

 国が定める民生委員法により、日出町にも多くの民生委員児童委員と主任児童委員がいらっし

ゃいますが、全国的な問題だとは思いますが、なかなか成り手がいないという声をよく耳にしま

す。皆さん御承知のとおり、民生委員の役割は重要なものであり、日出町にとっても必要不可欠

な存在といえます。 

 ２年前の令和５年１１月に、民生委員さんたちの代表者からなる民生委員児童委員協議会、略

して民児協といいますが、この民児協と当時の福祉文教常任委員会が意見交換会を実施しました。

私は当時、福祉文教常任委員会のメンバーではありませんでしたので、当時の資料を拝見しまし

た。 

 意見交換会の中で、民児協からの要望事項等があり、その要望事項をまとめたものを福祉文教

常任委員会から、当時の町長に対し要望書を昨年の１月末に提出し、約２週間後に前町長名で回

答があったと理解をしています。それを踏まえて、あれから１年半が経過した現在の状況や安部

町長になってからの町長をはじめとする執行部の考えをお聞きしたいと思います。 

 １０８年間も続いているこの民生委員制度ですが、東京にある全国民生委員児童委員連合会と
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いう組織が、令和元年に全国１万人の一般の方を対象に調査を行いました。民生委員という存在

を知っているという人は約７０％と高い結果となった一方、役割や活動内容まで知っているとい

う人は約８％と、９割を超える人が民生委員の役割や活動内容を理解していないという結果が出

ています。存在そのものの認知状況の高さに対して、活動内容の認知促進に課題があることが分

かったとありました。 

 そこでまず、①の質問です。民生委員及び主任児童委員の役割、職務内容について、まず説明

をお願いします。 

○議長（金元 正生君）  介護福祉課長。 

○介護福祉課長（間部  大君）  議員の御質問にお答えいたします。 

 民生委員児童委員は、地域住民の生活状況を把握し、支援を必要とする方を町や社会福祉協議

会、関係機関へとつなげるパイプ役として、地域福祉の推進において重要な役割を担っています。

また、主任児童委員は児童福祉に関する専門的な立場から、子育て支援や児童健全育成などの民

生委員児童委員の活動を支援する役割を担っています。 

 民生委員児童委員の職務内容につきましては、民生委員につきましては民生委員法第１４条、

児童委員、主任児童委員につきましては児童福祉法第１７条に規定をされております。 

 その主な職務内容につきましては、地域住民の生活状況の把握、高齢者・障がい者・子育て世

帯などの支援が必要な方の見守りと相談対応、福祉サービスを適切に利用するための情報提供と

その援助、行政や関係機関との連絡調整、児童の健全育成に関する機運の醸成など多岐にわたっ

ております。それ以外にも、町から高齢者の実態把握調査をお願いしているところです。 

 次に、主任児童委員の職務につきましては、学校や児童福祉の関係機関と児童委員との連絡調

整を行うとともに、児童委員の活動に対する援助及び協力などとなっております。 

 以上です。 

○議長（金元 正生君）  豊岡議員。 

○議員（５番 豊岡 健太君）  今、説明していただいたとおり、本当に多岐にわたる大変な職務

だというふうに感じています。民生委員さんになるための年齢制限があるかと思うんですけども、

こちらを教えてください。 

○議長（金元 正生君）  介護福祉課長。 

○介護福祉課長（間部  大君）  民生委員児童委員の年齢要件につきましては、原則７５歳未満

となっております。ただし、地域の実情により、やむを得ない場合は７５歳以上であっても認め

られているというところです。 

 以上です。 

○議長（金元 正生君）  豊岡議員。 
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○議員（５番 豊岡 健太君）  原則７５歳未満ということですが、いわゆる再任といいますか、

長く続けて７５歳を超えてしまうというパターンもあろうかと思います。 

 どうしても年配の方が多くなってしまうのは、致し方ないことだというふうには思うんですが、

中には８０歳を超えている方もいらっしゃるようです。役場が民生委員を探すわけではありませ

んので難しいとは思うんですけども、年齢制限というか、目安は可能な限り考慮してほしいと思

いますが、その辺はどうお考えですか。 

○議長（金元 正生君）  介護福祉課長。 

○介護福祉課長（間部  大君）  企業等における定年延長や再雇用制度の導入などの社会の変化

によって、地域活動における担い手不足が深刻となっております。日出町においても同様な形と

なっております。現状としましては、区長や民生委員児童委員の方々に御尽力いただき、何とか

定数を満たしているというのが実情です。 

 年齢層をより若い方になっていただくことにつきましては、民生委員児童委員の意義やその活

動内容等を町民の皆様に知っていただくとともに、負担軽減に取り組んでいく必要があると考え

ております。 

 以上です。 

○議長（金元 正生君）  豊岡議員。 

○議員（５番 豊岡 健太君）  難しい問題だとは思うんですけども、できる限り考慮をしていた

だきたいと、民児協さんと話合いをしていただきたいというふうに思います。 

 関連でお聞きしたいんですが、先ほど民生委員さんの役割の中で、調査票といった提出物があ

ろうかと思います。これ提出期限は、現在、何月を設定しているでしょうか。 

○議長（金元 正生君）  介護福祉課長。 

○介護福祉課長（間部  大君）  実態把握調査につきましては、７月末までに御報告をいただく

ようにお願いをしております。 

 以上です。 

○議長（金元 正生君）  豊岡議員。 

○議員（５番 豊岡 健太君）  今年もそうですけど、猛暑の中、少し延長したというお話もちら

っとお聞きしています。民生委員さんからのお話を聞く限り、こういった真夏の中、暑い中、会

えるまで訪問しないといけないという現状があります。かなり大変だというふうにお聞きしてい

ます。 

 ただ、締切りの時期も過去から変わった経緯があったらしくて、春とか秋、比較的過ごしやす

い季節のほうがいいんじゃないかなというふうに思ったんですが、行事等で忙しいといった意見

もあったようです。難しい課題と考えますけども、ぜひ、時期の再考をこちらも民児協と協議し
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ていただきたいというふうに思います。 

 続いて、②の質問です。民生委員はボランティアとして活動するため、報酬はないというふう

に思いますが、活動費が支給されていると思います。活動費の詳細を教えてください。 

○議長（金元 正生君）  介護福祉課長。 

○介護福祉課長（間部  大君）  民生委員は、民生委員法第１０条で民生委員には給与を支給し

ないものと規定され、無報酬で活動していただいております。ただし、活動するに当たって必要

な交通費、通信費、研修参加費などの費用の一部として、年額で大分県より６万２００円、日出

町より３万円の計９万２００円が支給されております。 

 以上です。 

○議長（金元 正生君）  豊岡議員。 

○議員（５番 豊岡 健太君）  ６万２００円と日出町から３万円という話だったというふうに思

います。これは３万円の部分ですかね。これは自治体によって裁量が任されているという認識で

よろしいですか。 

○議長（金元 正生君）  介護福祉課長。 

○介護福祉課長（間部  大君）  お答えします。 

 金額の設定につきましては、各自治体ごとで定めております。 

 以上です。 

○議長（金元 正生君）  豊岡議員。 

○議員（５番 豊岡 健太君）  過去、いつぐらいからこの３万円という設定なのかちょっと分か

りませんが、２年前の福祉文教常任委員会からの要望書に対して執行部は、国・県に対し、交付

金の増額を要望していきますというふうな回答があったと思います。現在の状況が分かれば教え

てください。 

○議長（金元 正生君）  介護福祉課長。 

○介護福祉課長（間部  大君）  令和６年度に大分県町村会を通じて、国に対しまして、民生委

員関係交付金、委員活動費交付金の増額を要望しています。 

 以上です。 

○議長（金元 正生君）  豊岡議員。 

○議員（５番 豊岡 健太君）  要望はしているけど、現状は変わっていないという認識でよろし

いですね。 

 町長にお聞きしたいんですけども、民生委員さんはお金のためにやっているわけではないのは、

重々承知はしているのですが、何度も足を運んだりとか、あと、地域によってはかなり面積が広

い、少し時間がかかるところまで足を伸ばさないといけないという負担があるかと思うんですけ
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ども、その負担を考えると、要望はしているとは思うのですが、もう少しあってもいいのではな

いかと思うのですが、町長はどう思いますか。 

○議長（金元 正生君）  町長、安部徹也君。 

○町長（安部 徹也君）  御質問にお答えします。 

 やはり私自身、この民生委員さんの活動というのは、誰一人取り残さない福祉、これを実現す

るためには非常に重要なものだと考えております。 

 民生委員さん、７０歳以上の家庭全戸を回っていろいろとお世話をしていただいているという

ことで、この９万２００円が妥当な金額かどうか、それはちょっと置いておいて、今後、また民

児協と話し合いながら、しっかりとまたそこら辺のこの活動費については検討していきたいとい

うふうに考えております。 

 以上でございます。 

○議長（金元 正生君）  豊岡議員。 

○議員（５番 豊岡 健太君）  繰り返しになりますが、お金のためにやっているわけではないと

いう民生委員さんも、当然、たくさんいらっしゃいます。ただ、やはり昨今の経済状況を考える

と、もう少しあってもいいんじゃないかなというふうに思いますので、こちらもぜひ、担当課を

通じて、民児協さんと協議をしていただきたいというふうに思います。 

 次、③の質問です。民生委員、主任児童委員には定数があると思いますが、日出町の定数と実

際の委員の数を教えてください。 

○議長（金元 正生君）  介護福祉課長。 

○介護福祉課長（間部  大君）  令和７年８月末時点で定数は、民生委員６３名、主任児童委員

５名の６８名となっております。また、定数に対する充足率については１００％となっておりま

す。 

 以上です。 

○議長（金元 正生君）  豊岡議員。 

○議員（５番 豊岡 健太君）  定数を満たしているおかげで、おそらく増員等の要望も県のほう

にできていると思いますので、６８人ということでした。 

 ④の質問ですが、町内７５の自治区がありますが、現在は、今、おっしゃったように６８名の

民生委員と主任児童委員がいらっしゃいます。人口は地区によって差がありますので、１人の民

生委員が近隣の複数区を担当している人もいらっしゃると思いますが、その人数を教えてくださ

い。 

○議長（金元 正生君）  介護福祉課長。 

○介護福祉課長（間部  大君）  １人が２地区を担当している方は１６人、３地区を担当してい



- 62 - 

る方は２人となっております。 

 以上です。 

○議長（金元 正生君）  豊岡議員。 

○議員（５番 豊岡 健太君）  ６８人中１８人ですかね、複数区で１８人ということでした。私

の地元の新町も、お隣の西区と新町の２つの区をお一人が担当しているような状況となっていま

す。 

 ⑤の質問ですが、１人の民生委員が複数区を担う基準というのがあるのでしょうか。どうやっ

て決められているのか教えてください。 

○議長（金元 正生君）  介護福祉課長。 

○介護福祉課長（間部  大君）  民生委員の定数は、民生委員法第４条により厚生労働大臣の定

める基準を参酌して、市区町村の区域ごとに都道府県の条例で定めるとなっております。その基

準は、町村で７０から２００までの間のいずれかの数の世帯ごとに民生委員児童委員１人となっ

ており、大分県では、この基準や市町村の意見等を参考にして定数を定めております。 

 複数区を担う基準につきましても、この基準に当てて、民生委員児童委員協議会、各地区の民

生委員児童委員から現状をお聞きした上で、区長等と協議しながら担当する区域を決定します。 

 以上です。 

○議長（金元 正生君）  豊岡議員。 

○議員（５番 豊岡 健太君）  ７０から２００人じゃなくて世帯ですかね、世帯、分かりました。 

 それを踏まえて、６番の質問ですけども、先ほどの質問とは逆に、人口の多い自治区には複数

の民生委員さんがいらっしゃるというふうに思います。例えば、川崎の内野区や日出の上仁王、

豊岡の太田だったり、是城が該当すると思いますが、こういった定数の基準はどうなっているん

でしょうか。 

○議長（金元 正生君）  介護福祉課長。 

○介護福祉課長（間部  大君）  先ほどと同様に、町村の７０から２００までの間のいずれかの

数の世帯ごとに民生委員児童委員１名を置くとされておりますので、この基準を参考に、民児協、

区長等と相談して決定をしているところです。 

 以上です。 

○議長（金元 正生君）  豊岡議員。 

○議員（５番 豊岡 健太君）  平均すると、１５０世帯前後ぐらいが１人というところが多く見

受けられるんですけれども、１８０とか。ただ、内野は約１,２００世帯、全部が対象じゃない

んでしょうけども、これを３人で見ているということです。かなり面積も広いですし、本当に大

変なんだろうなというふうに思っております。 
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 ⑦の質問に入りますが、成り手不足が叫ばれている中、区長もしくは区長の配偶者が民生委員

になっているケースを耳にしますが、どのくらいいらっしゃるのか、自治区別にと書いてますが、

人数だけで結構なので教えてください。 

○議長（金元 正生君）  介護福祉課長。 

○介護福祉課長（間部  大君）  区長が民生委員児童委員を兼ねているのは４地区、区長の配偶

者が民生委員児童委員となっているのは５地区となっております。 

 以上です。 

○議長（金元 正生君）  豊岡議員。 

○議員（５番 豊岡 健太君）  区長御本人、配偶者を含めて９名ということでした。もちろんや

りがいを持って区長御本人が兼任される、もしくは配偶者の方が民生委員になっているケースも

あろうかとは思いますが、成り手がいなくて致し方なくされていることのほうが多いのではない

かというふうに感じています。 

 １２月の改選以降、民生委員さんの改選があるかと思うんですが、１２月の改選以降はどう変

化するか分かりませんが、やはり区長と民生委員は別のほうが望ましいのではないかというふう

に考えますし、今の質問は、ぜひ、現状を皆さんに知っていただきたくて聞かせていただきまし

た。 

 ⑧の質問です。会議や情報共有といった役場と民生委員の関わりの頻度についてお聞かせくだ

さい。 

○議長（金元 正生君）  介護福祉課長。 

○介護福祉課長（間部  大君）  毎月開催される民生委員児童委員協議会、理事会及び各地区の

定例会──５地区になります──に担当職員が出席し、情報提供や意見交換を行っております。 

 以上です。 

○議長（金元 正生君）  豊岡議員。 

○議員（５番 豊岡 健太君）  私、これ知らなかったんですけど、毎月１回各地区に行かれてい

るということで、想像していたよりは頻度が多いなというふうに感じました。ぜひ、今後ともし

っかりと情報共有を図っていただきたいというふうに思います。 

 次に⑨の質問です。ここが本当に難しいところだと思っているんですけども、民生委員さんは

様々な相談を受けますが、中には個人情報を多く含むこともあって、守秘義務が課せられている

かと思うんですけども、町への報告とか連絡、相談の実態を分かる範囲でお聞かせください。 

○議長（金元 正生君）  介護福祉課長。 

○介護福祉課長（間部  大君）  介護福祉課から民生委員に対し、年に一度依頼している高齢者

実態調査に係る対象者情報や、毎月の担当地区内住民の異動情報を提供しております。高齢者実
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態調査の調査結果に関しましては、町のほうに報告をお願いしているところです。そのほかにも、

地域住民からあった相談等についても、随時、担当課に報告、相談をいただいているところです。 

 町から提供された、もしくは、民生委員児童委員の活動において知り得た個人情報につきまし

ては、その管理方法や取扱い方法について、全委員に対して研修等の機会を通じて、周知徹底を

するようお願いしているところです。また、個人情報保護に関する研修会への参加等を促すなど

の取組も行っているところです。 

 以上です。 

○議長（金元 正生君）  豊岡議員。 

○議員（５番 豊岡 健太君）  そういったものも含めて、１０番の質問とも関連してくるんです

が、個人情報の取扱いも含めて民生委員さんの負担が大きいというふうに考えています。町とし

て、過去からもしてきているとは思うんですが、緩和策を今後どのようにしていくのか、考えを

お聞かせください。 

○議長（金元 正生君）  介護福祉課長。 

○介護福祉課長（間部  大君）  近年の少子高齢化や核家族化の進行に伴い、地域住民のニーズ

は複合化・複雑化しています。民生委員児童委員が担う役割がますます拡大し、負担が大きくな

っているものと、町としても認識をしております。 

 担当する世帯数が多い、もしくは複数の自治区にまたがって担当する委員の負担を軽減するた

め、一斉改選のたびに県へ定数の増を要望し、平成２５年以降は定数見直しのたびに増員が認め

られております。 

 そのほかにも、年に一度依頼している高齢者実態調査につきましては、令和６年度より対象年

齢を６５歳以上から７０歳以上に引き上げる見直しを行い、対象者数を減らすなど、負担軽減を

図っております。６５歳以上から７０歳以上に引き上げたことで、大体２割程度の減となってお

ります。 

 また、地域住民から相談を受けた際に、困難事例などを１人で抱え込まないようにすることも

重要と考えています。子供、高齢者、障がい者、生活困窮者など、属性や世代を問わない包括的

な相談支援を行う、重層的支援体制整備事業の窓口である介護福祉課及び日出町社会福祉協議会

において、民生委員児童委員の相談窓口となるよう負担軽減を図ってまいりたいと考えておりま

す。 

 今後も、民生委員児童委員協議会、理事会及び各地区定例会において委員の皆様から御意見を

頂戴しながら、負担軽減に向けて取組を進めてまいりたいと考えております。 

 以上です。 

○議長（金元 正生君）  豊岡議員。 
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○議員（５番 豊岡 健太君）  増員については、平成２５年から毎回、３年に一度の改選だと思

いますので、大分増えてきたんじゃないかなというふうに感じました。こうやって毎回増員して

いるのは、多分ですけど大分県下、日出町ぐらいじゃないかなというふうに思います。それぐら

い定数を満たして、日出町の民生委員さんが頑張ってくれているおかげだなというふうに感じて

います。 

 先ほどおっしゃっていただいた対象の年齢を６５歳から７０歳への引上げということで、複数

の民生委員さんからもお聞きしましたけども、かなり助かるというふうにお聞きしています。

６５歳から６０代後半、まだまだ元気な方もいらっしゃいますし、結構、門前払いされるような

ケースも多かったというふうに聞きますので、この場をお借りして御礼申し上げます。 

 ただ、民生委員さん、区に入っていない方も当然対象となってくることが大きな問題の一つだ

と思うんですけども、やはり区に入っていない方とコミュニケーションを取るのはなかなか難し

い部分があろうかと思います。先ほども言いましたけども、会えるまで何回も足を運ばないとい

けないという御苦労もありますし、先ほどの門前払いもあります。 

 あと、これ９番でもお聞きしましたけども、個人情報の取扱い、これで民生委員さんが抱え込

んでしまうといいますか、どう取り扱えばいいのか分からないケースも、民生委員さんに相談す

るような内容じゃないこともあるのかもしれませんが、どうしても、相談された以上は何とかし

ようという思いで、皆さん、されているかと思いますので、ここをぜひ、担当課として個人情報

の取扱いをしっかりとフォローしていただきたいというふうに思います。 

 一つ、御提案というか、先ほどの門前払いされるようなケースからも読み取れるんですが、例

えば、兼任されている方もいらっしゃいますけども、区長さんとかケアマネジャーさんとか、こ

ういった方と民生委員さんが一緒に訪問するということも検討してみてはいかがかなと思うんで

すが、いかがでしょうか。 

○議長（金元 正生君）  介護福祉課長。 

○介護福祉課長（間部  大君）  お答えします。 

 区長さんやケアマネジャーさんに同行していただくということにつきましては、今後、検討し

ていきたいと思いますが、なかなか相手がいることですので、すぐには難しいと思います。面談

ができないという話は以前からお伺いをしておりますので、当課にある地域包括支援センターに

おいて、介護サービス等につながっていない高齢者等を対象とした実態把握訪問を行っておりま

す。 

 まずは、民生委員児童委員の皆様から、そのようなケースがあって気がかりな方がいらっしゃ

れば、先ほど申し上げた地域包括支援センターのほうから訪問に伺いたいというふうに考えてお

ります。 
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 以上です。 

○議長（金元 正生君）  豊岡議員。 

○議員（５番 豊岡 健太君）  ぜひ、民児協さんとの話合いの場で取り上げていただきたいなと

いうふうに思います。それには区長の兼任という問題もありますが、ぜひ検討していただきたい

なと思います。 

 あと、民生委員さんが訪ねたときに、実際に高齢者の方が具合が悪かったり、倒れていたとか

いうこともあったというふうに聞いています。そこで、既にされているかもしれませんが、例え

ば救急救命といった、消防署とかが時々無料でやっているかと思うんですけども、こちらで消防

署との協力体制の構築等は検討いただけないですかね。 

○議長（金元 正生君）  介護福祉課長。 

○介護福祉課長（間部  大君）  救急救命講習等の開催につきましては、民児協のほうと協議を

して、年１回研修等を行っていますので、その中で企画をしてまいりたいと思います。 

 消防署につきましては、また当課と消防署のほうで、緊急時の対応等について協議をさせてい

ただきたいと思います。 

 以上です。 

○議長（金元 正生君）  豊岡議員。 

○議員（５番 豊岡 健太君）  ぜひ、いざというときに役立つように検討いただきたいというふ

うに思います。 

 民生委員さんの負担の緩和策として幾つか事例を紹介したいと思うんですけども、神奈川県の

横浜市では、新任の民生委員の負担の減少を図るために、今年の１２月の改選時から新制度の導

入を決めています。 

 バトンタッチサポーター制度という名前で、少し読ませていただきますが、民生委員の担い手

不足の課題がある中、横浜市では対策の一つとして、バトンタッチサポーター制度を導入する。

改選の１２月から翌年３月まで新任者に前任者が同行したり、助言をするというものです。要は

約４か月間、引継ぎを兼ねて２人で行動するということだというふうに思っています。３年に一

度の一斉改選のタイミングは、人の入れ替わりも多く、新任者の不安や負担を軽減することで委

員の成り手を確保したいというふうにありました。 

 また、大分市では、市役所の各課に民生委員支援担当者を配置し、複数の関係課と連携を図り

ながら、早急に対応できる体制を構築しています。 

 そのほかにも、熊本県天草市では、市内全ての小学校を対象に子ども民生委員を委嘱して、認

知症サポーター養成講座を子供が受講して、民生委員と一緒に活動しているそうで、子供たちに

も地域社会の一員としての自覚や思いやりの心、地域住民同士のつながりの大切さを学んでもら
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うことを目的に行っているそうです。 

 そのほかにも事例はありますが、ぜひ、今後の参考にしていただきたいというふうに思います。 

 町長は、民生委員さんのお知り合いの方が多くいらっしゃるかと思いますが、民生委員や主任

児童委員の声に耳を傾けて、より目を向けてほしいとお願いしたいのですが、いかがでしょうか。 

○議長（金元 正生君）  町長。 

○町長（安部 徹也君）  御質問にお答えいたします。 

 先ほどもお伝えしたとおり、民生委員さんというのは、日出町の福祉を守る上で非常に重要な

役割を果たすことになります。 

 もちろん負担の軽減というのは非常に重要だと思うんですけれども、これは先日、区長ともお

話をする中で、全くこれまで区の行事に参加しない人が、いきなり民生委員を任せられるかとい

うとやはりそれは難しいところがあって、この民生委員さんの成り手がいないというのは、もっ

とより根本的な問題があって、よりこの区の関わりを深くしていく。 

 最近ではコミュニティが、非常に関係が希薄化していますので、そういった中で、やはり民生

委員、まず、候補がいないというのが非常に重要な問題があると思いますので、もちろん負担軽

減、そして、やっていただく仕事に対してそういった報酬ということも考えることも重要ですけ

れども、より根本的にはコミュニティ、これの絆をより深くして、より多くの町民の方が区の行

事に参加していただいて、自助・共助、こういったものをしっかりとやっていく意識をつくり出

すというのが、根本的なまずは解決になるのかなというふうに思っておりますので、まずは、テ

クニック的にそういった負担の軽減であったりとか、報酬の増額、そういったことも検討します

けれども、より根本的な問題についても、またしっかり取り組んでいきたいというふうに考えて

います。 

 以上です。 

○議長（金元 正生君）  豊岡議員。 

○議員（５番 豊岡 健太君）  民生委員さんのことを考えていただいているんだなというふうに

は感じました。ただ、報酬じゃなくて活動費ですから、よろしくお願いします。 

 今回、なぜ私がこの一般質問で民生委員さんのことを取り上げたかといいますと、民生委員さ

んがどれだけ大変な職務であるかを御存じない町民もたくさんいらっしゃると思って、質問をさ

せていただきました。 

 民生委員がいないと困るのはその地域の住民だと思いますし、地域全体で困り事を抱える住民

の見守りの体制を整えることが、民生委員さんの負担軽減につながるというふうに思っています

し、そのことこそが重層的支援体制の実現につながると思います。 

 民生委員にもっと光を当てて、そして町民の理解を深めることによって、少しでも民生委員さ
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んのやりがいやモチベーションの向上につながることを切に願って、この質問を終わりたいと思

います。 

○議長（金元 正生君）  豊岡議員、しばらくお待ちください。 

 お諮りします。ここで休憩したいと思います。これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（金元 正生君）  異議なしと認めます。したがって、しばらく休憩いたします。午後１時

１０分より再開いたします。 

午後０時04分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午後１時10分再開 

○議長（金元 正生君）  休憩前に引き続き会議を開きます。 

 一般質問を続けます。５番、豊岡議員。 

○議員（５番 豊岡 健太君）  それでは、次の質問に入ります。 

 町内商工業者の支援策についてお聞きします。 

 町長は、町内の経済を活性化し、日出町の町内ＧＤＰを上げようと様々な施策を行っているか

と思います。 

 町の活性化には、地元商工業者の発展は欠かせないものでありますが、様々な理由で廃業せざ

るを得ないケースも多く見受けられます。事業者の社会減、自然減を補うためには、企業誘致を

含めた新たな創業者を増やすことが重要であると考えます。 

 過去の一般質問でも取り上げた項目もありますが、改めて町の見解と今後の方針をお聞きしま

す。 

 まず、①ですが、直近５年間の創業者の数を教えてください。 

○議長（金元 正生君）  まちづくり推進課長。 

○まちづくり推進課長（坂西 和宏君）  お答えします。 

 本町における創業支援は、地域経済の活性化に向けて重要な課題と認識しております。直近

５年間における町内の創業者数の推移について、担当課で把握している件数は、令和２年度は

３件、令和３年度は３件、令和４年度は９件、令和５年度は１１件、令和６年度は３件となって

おります。 

 以上です。 

○議長（金元 正生君）  豊岡議員。 

○議員（５番 豊岡 健太君）  ３年前が９件、その２年前が１１件、昨年度が３件だったと思う

んですが、ちょっと昨年度がかなり少ないなというふうにちょっと感じたんですが、商工会のほ
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うに確認しましたが、商工会開催の創業スクールですけれども、令和６年度が、たしか８件前後

だったかと思いますが、今年度の令和７年度は１０件以上と増加傾向にあるようです。 

 ちょうど今朝の合同新聞に記事が出ていましたが、「創業を志す人ら心構え・知識学ぶ」とい

うことで、日出町創業支援セミナーが８月末に商工会で開催されました。そこで、創業を考えて

いる人ら９人が参加したというふうな記事がちょうど載っていました。 

 もちろん創業スクールを受講した方全員がそのままスムーズに創業につながっているわけでは

ありませんが、日出町で起業したいと思っている方は、少なからずいらっしゃると思います。 

 そこで、②の質問ですが、現在、日出町が準備している、こういった創業者向けの支援策の内

容をお聞かせください。 

○議長（金元 正生君）  まちづくり推進課長。 

○まちづくり推進課長（坂西 和宏君）  お答えします。 

 本町におきましては、空き店舗の解消と地域のにぎわい創出を目的として、日出町空き店舗活

用創業支援等事業補助金を設けております。 

 この制度は、町内で初めて創業する事業者を対象に、空き店舗の改装費や備品購入費などの経

費について、その２分の１を補助するものです。 

 補助額は、中心商店街で創業する場合は最大５０万円、それ以外の地区では、最大３０万円と

なっております。 

 また、補助対象となるには、週４日以上、かつ１日６時間以上の営業を行い、５年以上継続し

て事業を営むことが条件となっております。 

 以上です。 

○議長（金元 正生君）  豊岡議員。 

○議員（５番 豊岡 健太君）  空き店舗活用創業支援等事業補助金だけ、創業者向けはだけとい

うことだったと思います。ちょっと寂しい限りだなというふうに思うんですが、③の質問に入り

ますが、昨年３月の議会において空き店舗活用創業支援等事業補助金についてお聞きをしました。 

 創業者支援の一環として、空き店舗を活用する創業者に対して補助金を準備していますが、

１年半前に聞いたときは活用実績がないという答弁だったと思います。今、課長がおっしゃった

ように、中心商店街、役場の前の通りだと思うんですけれども、中心商店街では出店は５０万円、

それ以外の場所ですと３０万円と差をつけている状況ですが、直近の実績と検証結果をお聞かせ

ください。 

○議長（金元 正生君）  まちづくり推進課長。 

○まちづくり推進課長（坂西 和宏君）  お答えします。 

 本補助事業の活用件数につきましては、令和６年度に１件、約３０万円の補助実績となってお
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ります。本年度も既に１件の申請を受け付けている状況ですが、制度の利用状況としては低調で

あると認識しております。 

 今後につきましては、補助対象業種の拡大を含め、より利用しやすい制度の在り方について検

討してまいりたいと考えております。 

 以上です。 

○議長（金元 正生君）  豊岡議員。 

○議員（５番 豊岡 健太君）  創業支援の補助金を使ったのが令和６年度が１件、今年度が既に

１件という答弁だったかと思います。 

 今、少し触れられましたが、補助対象事業、現状では小売業と飲食サービス業に限定していま

すが、１年半前にも同じ内容をお聞きしました。 

 そのときに、当時の課長の答弁では、この事業の趣旨の１つに、地域のにぎわいづくりを掲げ

ていると。これに大きく寄与できる業種は、小売業と飲食業だと、こう考えているから限定をし

ているというような回答でした。 

 また、１年半前も対象を広げる考えはないのかとお聞きしたところ、今後の活用状況を見なが

ら判断していきたいというふうに答弁されています。 

 業種を限定している、その後の検証結果と今後の方針をお聞かせください。 

○議長（金元 正生君）  まちづくり推進課長。 

○まちづくり推進課長（坂西 和宏君）  本制度は、言われましたように、小売業や飲食サービス

業を中心に空き店舗の解消と地域のにぎわい創出を目的として実施してまいりましたが、近年の

実績は年一、二件の利用と低調であることが課題であると認識しております。 

 そのため、令和７年度中に制度の見直しを進め、商工会とも連携しながら補助対象業種の拡大

や伴走型支援の強化など、より実効性のある仕組みへ改善してまいります。 

 以上です。 

○議長（金元 正生君）  豊岡議員。 

○議員（５番 豊岡 健太君）  せっかく補助金を用意しても、やっぱり活用実績が物語っている

というふうにも感じています。 

 これまで何度も言ってきましたが、使われない補助金は、使われないやっぱ理由があるという

ふうに思っています。町長も恐らく同じ思いだと思うんですが、町長、考えをお聞かせてくださ

い。 

○議長（金元 正生君）  町長。 

○町長（安部 徹也君）  御質問にお答えいたします。 

 今、豊岡議員がおっしゃったように、これ前、民生委員のところでも言ったんですけれども、
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補助金というのはあくまでもテクニカル的なところであって、根本的な解決にはならないという

ふうに私自身は思っています。 

 やはり総合的な仕組みづくり、例えば、この日出町の町なかに店舗を出店したとしても、お客

さんが１人も来なければ、この補助金なんていうのは設備投資と運転資金で、もうあっという間

になくなっていくわけですね。 

 ですから、より根本的な解決を考えていった上で、また、こういった補助金、テクニック的に

使うと効果的なのかなというふうに思いますので、先ほどちょっと課長がおっしゃったように、

今後は仕組みづくり、創業して成功できるような仕組みづくり、例えば、小売業、小売業じゃな

くて飲食業か。飲食業なんていうのは難しいかもしれませんけれども、ふるさと納税を活用して

販路拡大を手伝ったりとか、いろんな仕組みづくりをした上で、また、この補助金を追加でやっ

ていくと、そういう効果的な使い方ができればなというふうに思いますので、商工会としっかり

また連携をとりながら、伴走型で創業したとしても長く続くような、そういうような体制づくり、

まずはそういうところに取り組んでいきたいというふうに思います。 

 以上です。 

○議長（金元 正生君）  豊岡議員。 

○議員（５番 豊岡 健太君）  町長しっかり考えていただけているとは思うんですが、町長の言

うその根本的な解決に向けて、そこをどういうふうに商工会と協議していくんでしょうけど、や

はり創業者が増えないと活性化にはつながりませんから、そういった企業誘致等、取り組んでく

れているとは思うんですけれども、やはりどうしても川崎工業団地といった大きな企業のほうに、

もちろんその誘致も大事なことなんですけれども、やはり日本の企業のほとんどを占める零細中

小企業、こちらのほうにもしっかりと目を向けていただきたいというふうに思います。 

 根本的な解決策も当然並行しているんですけれども、補助金、いろんな、この後も触れますけ

れども、各自治体で補助金準備しています。それと比べてもちょっと見劣りするなというふうに

私自身は感じていますので、先ほど課長答弁ありましたけれども、対象業種の拡大、これは必ず

来年度から緩和といいますか、広げていただきたいと。 

 逆に、限定する、現状、例えば、反社会的ですとか、宗教団体とか、政治団体とか、こういう

ところは当然外すべきだと思うんですけれども、やはり業種を日出町で起業したいという方の業

種を絞るというのは私はいかがなものかなと思いますので、ぜひ来年度からは撤廃といいますか、

拡大をぜひよろしくお願いしたいと思います。 

 続いて、④の質問です。 

 これまでの創業支援に関する質問は、この④の質問を実現してほしいという思いからお聞きを

しました。 
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 今年の６月２６日の合同新聞において記事があったんですけれども、杵築市の例が挙がってい

まして、杵築市での「開業後押し、市が最大１８０万円補助」という記事が載っていました。 

 ちょっと読ませていただきますが、「杵築市内で創業予定の人に初期費用の一部、最大

１８０万円を補助する。経費負担を軽減することで開業まで導くのが狙い」というふうにありま

した。 

 補助対象は、家賃や事務所改装費、広告宣伝費や法人登記費など、様々なことに使えて、補助

率は３分の２で１７０万円まで。追加として空き店舗活用か従業員を１名以上雇用か申請者が

４０歳未満か、この３つのいずれかを満たせば、さらに１０万円加算されて最大１８０万円とい

う仕組みだそうです。 

 昨年度は、杵築市において８人がこの補助金を使って、杵築市内で飲食店やゲストハウス、馬

のトレーニング施設などを開業したそうです。 

 国東市では、最大１５０万円で補助率は２分の１、杵築市同様に業種は限定していません。自

治体ごとの財政状況や創業支援に対する思いの違いは、当然あろうかとは思いますけれども、補

助金額が１桁違いますので、ちょっと差があるなというふうに感じています。 

 日出町で創業してもらうために、金額を上げて条件を緩和して、使い勝手のよい補助金にすべ

きだと考えますが、執行部のお考えをお聞かせください。 

○議長（金元 正生君）  まちづくり推進課長。 

○まちづくり推進課長（坂西 和宏君）  御指摘のとおり、杵築市や国東市においては、補助上限

額が多額であることは承知しております。それから、対象業種も幅広く設定し、創業支援に取り

組んでいる状況と承知しております。 

 本町の補助金につきましては、財政上の制約もあり、上限額の引上げは予定しておりませんが、

先ほども言いましたとおり、対象業種の設定につきましては、実効性のある支援となるよう令和

７年度中に見直しを図っていきたいと考えております。 

 以上です。 

○議長（金元 正生君）  豊岡議員。 

○議員（５番 豊岡 健太君）  しっかりと見直しをしていただきたいというふうに思います。 

 実際に、業種の条件に合わなかったことから、日出町での創業に至っていない方や、補助金を

もらえずにやむなく自己資金で創業された方がいらっしゃいます。日出町をもっと活性化するた

めにも創業者への支援にもっと目を向けていただきたいというふうに思います。 

 最後の⑤の質問です。 

 これは、創業支援とは違いますが、２年前の令和５年度に国の交付金を活用して実施した省エ

ネ家電買い替え費補助事業に関してです。 
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 当時、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金というのを使って、各課様々な事業

を行いましたが、その中の一つに省エネ家電買い替え費補助事業がありました。予算的には

７００万円ぐらいだったと思いますが、エアコンや冷蔵庫、テレビやＬＥＤ照明などの買い替え

費用の補助として行った事業です。 

 町内の家電屋さんにお金が落ちるので、日出町の経済的にも有効な事業だと思っていますが、

現在は行っておりません。 

 物価高騰対策、ＣＯ２削減、そして、地元商工業者への支援策として、再度この省エネ家電買

い替え費補助事業を実施していただきたいと思っていますが、考えをお聞かせください。 

○議長（金元 正生君）  住民生活課長。 

○住民生活課長（佐藤功次郎君）  お答えいたします。 

 令和５年、議員のおっしゃるとおり補助事業を行っております。省エネ家電の買い替えという

ことで、エアコン、冷蔵庫、テレビ、そして、ＬＥＤ家電、４万、３万、３万、１万の補助を行

っております。 

 これ先ほど議員もおっしゃるとおり、国の交付金、コロナの交付金７００万を財源として行っ

ております。 

 今後、同じ事業を行うに当たっては、単費ということが考えられますので、その際には関係課、

それと、財政課等と検討していくものというふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（金元 正生君）  豊岡議員。 

○議員（５番 豊岡 健太君）  やはり国の交付金等を使わないと、やっぱり規模も小さくなりま

すし、単費では限界があると思いますので、交付金が出た際には、ぜひ前向きな検討をお願いし

たいというふうに思っています。 

 前回は、２年前は町内の家電屋さんならどこでも買えましたので、大手家電量販店に大分お金

が流れて、地元の電気屋さんへの恩恵は少なかったというふうに聞いています。 

 町長にお聞きしますが、お隣の別府市では、今年度、先週の８月２９日までに締め切ったんで

すが、省エネ家電購入促進補助金という名前で同様の事業を行っていましたが、条件として、市

内に本社、本店を置く店舗で購入、設置した製品が対象というふうに、大手量販店ではなくて地

元の電気屋さんにお金が落ちるよう配慮しておりました。 

 今後こういった事業を行う際は、しっかりと地元の事業者にお金が落ちる仕組みづくりが重要

だと考えますが、町長のお考えをお聞かせください。 

○議長（金元 正生君）  町長。 

○町長（安部 徹也君）  御質問にお答えいたします。 



- 74 - 

 この省エネ家電買い替え費補助事業、前回やったんですけれども、本当、短期間で予算を消化

するような事業でした。また、議員のおっしゃったように、大手量販店に買物客が集中して、町

内の経済効果としては、もう大したものじゃなかったというふうに考えます。 

 ですから、今後やるとすると、やはり今この夏、非常に暑くなっております。エアコンが故障

している方であったりとか、そういう方もいると思いますので、やるとすると私個人とすると対

象者を高齢者であったりとか、住民税の非課税世帯であったりとか、やはりこの価格高騰でより

苦しい生活を強いられている方を対象にしたほうが、全ての町民を対象にすると、高所得の方も

さっと大手量販店に行って購入すると、それで、予算が少なくなるということになりますので、

やはりこの価格高騰で非常に苦しんでいる方を中心に対象を絞って、しかも日出町のその町の電

気屋さんで購入した人を対象にということであれば、またこの補助金も非常に有効になるという

ふうに思いますので、今後やるとすると、別に国費を待たずしても、来年度、もし、そういうよ

うにお困りの方がいらっしゃれば、やることもできるんじゃないかなというふうに思っておりま

すので、それについては、またいろんな情報収集していきたいというふうに思っております。 

 以上でございます。 

○議長（金元 正生君）  豊岡議員。 

○議員（５番 豊岡 健太君）  すばらしい答弁を本当にありがとうございました。 

 ただ、それを言うなら、もう今届きつつありますけれども、３千円の商品券を町民全員に配る

のも私はいかがなものかなというふうに考えています。 

 今、町長がおっしゃったように、やっぱり生活に困られている方、非課税世帯もそうですけれ

ども、やはりこの物価高騰とかで苦しんでいる方に、できるだけそういったお金が回るように、

そして、それが地元の商工業者に落ちること、これが一番の私はいいやり方になるんじゃないか

なと思います。 

 想像以上の答弁をしていただいたので、本当に期待していますので、ぜひよろしくお願いした

いと思います。 

 繰り返しになりますが、町の活性化には、地元の事業者の発展は欠かせないというふうに思っ

ていますし、町長も同じ考えだというふうに思っています。 

 町内ＧＤＰを上げていくためにも、町内事業者への支援策を続けていっていただくことをお願

いして、私の一般質問を終わります。 

……………………………………………………………………………… 

○議長（金元 正生君）  １５番、熊谷健作議員。熊谷議員。 

○議員（１５番 熊谷 健作君）  １５番、熊谷でございます。それでは、一般質問をさせていた

だきます。 
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 この通告書の質問要旨にありますように、日出町は相変わらず様々な課題に直面をしておりま

す。そのまた解決に向けては、多額の財源が必要とされております。 

 そこで、私はっきり言って日出町始まって以来、結構、難局に私は今遭うんじゃないかなと思

っております。そういった場合、町長になられて１年ですが、町長のお考え、それから、また課

長さんたちのお考えをお聞きして、この財源開拓に向けて、どういった方向性を歩まれていくの

か、まずお聞きしたいと思います。 

 その前に、今言いましたように、町長も１年たったわけですが、この１年間、私振り返ってみ

ますと、様々な宣言、それから、協定・調印の締結、それにはすごく熱心に取り組んでこられま

した。私が見ると喜々としてやられているんだなというふうに思います。そういった、スポット

ライトが浴びる場所は、それはそれでいいんですが、大事な仕事でしょう。 

 しかし、町民が今望んでいるのは、そういった財源の確保なんですよね。教育分野で給食の無

償化、これ国・県がいつするか全然分からない状況の中で、保護者さんたちは、本当早くしてほ

しいなというのが切実な望みです。 

 今の最初の公約でいくと、再来年度になるんですかね。それを前倒し前倒しでやっていただき

たいというのが偽らざる心情だと思います。 

 それから、ほかの予算についても、今、豊岡議員の質問の中でも、財源に関わる要望もありま

した。そういった意味で、これから日出町のためには、そういった獲得することが一番の私は仕

事だと思っております。 

 何度も言いますが、日出町は本当に中途半端な状態です。県内でこれだけ国から来るお金、県

から来るお金が少ない市町村はありません。依存財源の本当に少ない町です。そういった中で、

どうやってこれから乗り切っていくのか、まず最初にお聞きします。 

○議長（金元 正生君）  町長、安部徹也君。 

○町長（安部 徹也君）  御質問にお答えいたします。 

 就任から新たな財源の開拓として、これは私、所信表明でもお伝えしたかと思うんですけれど

も、国・県の交付金や補助金、町有財産の活用であったり売却、そして、民間からの資金などの

導入をこれまで尽力してきたところでございます。 

 具体的な成果といたしましては、今年度、国からの資金でいえば、第二世代交付金としてエニ

ワン・ウェルカム・タウン推進事業１,８００万円の２分の１、また、採用した地域おこし協力

隊の人件費や募集費用などは１００％特別交付税として国に負担していただいております。 

 また、国の補助金としては、大分園芸産地づくり支援事業５,２００万円ですけれども、これ

の６５％、また今定例会初日に可決いただきましたモンテモール・オ・べーリョ市交流事業

３００万円に対して、大分県地域活力づくり総合補助金として、対象となる予算の３分の１を負
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担いただく予定です。 

 続いて、町有財産の活用といたしましては、サンリオエンターテイメントへの町有地の売却で

およそ２億円。最近では、旧給食センターの民間企業への貸出しなども行っております。 

 加えまして、基金の運用の強化を図っているところでございます。現在、運用資金は４８億円

ほどございまして、これは満期が来るごとに、複数の金融機関に金利の照会をかけておりまして、

原則一番金利の高い金融機関に預けるようにしております。この金利収入だけでも年間１,６００万

円ほどを見込んでいます。 

 最後になりますが、民間からの資金ということで、企業版ふるさと納税は現状４社で２６０万

円、その他民間企業による行事などへの寄附や協賛、各地区への協力金などもございます。 

 今後につきましては、ＳＤＧｓ未来都市に選定されたことから、来年度の事業については、国

が事業費の２分の１を負担する第２世代交付金、上限１０億円を優先的に確保できるようになり

ました。 

 また、２日前にこれは制定されたんですけれども、９月２日に制定された広域リージョン連携

推進要綱に関しまして、産業と観光振興を目的に福岡県と大分県の市と連携して事業構築を図り、

補助金の獲得を目指すよう既に関係者とコンタクトをとって検討に入ったところでございます。 

 また、子育て分野におきましては、早期にこども基本法に基づく子育て計画を策定し、充当率

９０％、交付税措置率５０％、もしくは３０％の子育て支援事業債の導入を図って、子育て関連

施設の環境改善や支援機能の強化に取り組んでまいりたいというふうに思っているところでござ

います。 

 このように今後もできる限り町単独の事業を減らし、少ない独自財源でも豊かなまちづくりに

取り組んでいけるよう頑張ってまいりたいというふうに思っているところでございます。 

 以上です。 

○議長（金元 正生君）  熊谷議員。 

○議員（１５番 熊谷 健作君）  今、結構、長々と説明してもらいましたが、全部が全部私も理

解していないんですけど、前半部分は、当たり前の話ですよね、補助金、その事業に対しての補

助金だから。そうじゃなくて、私が言いたいのは、フリーハンドで使えるお金。例えば、何遍も

言いますが、教育の無償化、それについて補助金はないわけですよね、ですよね。 

 だから、前段の部分のいろんな補助金がつきました。それは、まあ普通のことですよね。その

後のサンリオについても、これ景気がよくなって、向こうが、じゃあやっと買いましょうちゅう

て、長年のこれ課題だったわけですよ。別に町長が、これ買ってくださいとお願いしたわけでも

何でもないわけで、サンリオの業績が急によくなったから買ったわけで、それを一つの手柄とし

て言われるのもどうかなと思うんですよ。 
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 別に、私、今日、責めているわけじゃないんですよ。就任たった１年で、あれもしてください、

これもしてくださいと言うのは無理だけど、私は前も言いましたが、期待しているんですよ。い

ろんな腹づもりがあって町長になられたんだろうなと思うから聞いているわけです。 

 それから、その１０億円の何、それもうちょっと詳しく説明してもらえますか。 

○議長（金元 正生君）  町長。 

○町長（安部 徹也君）  じゃあ御質問にお答えいたします。 

 これは、森議員のところでまた詳しく出るかもしれませんけれども、ＳＤＧｓ未来都市、これ

はどこの市町村もこのＳＤＧｓの未来都市になれるわけではございません。 

 今年度、日出町が９市町の中の１つというふうに選ばれました。今後この計画書を提出するわ

けでございますが、この計画書に基づいた事業につきましては、今後、総務省のほうで事業の採

択を行って、上限１０億円の第２世代交付金、これを優先的にＳＤＧｓ未来都市に配分するとい

うような取り決めがございます。 

 以上でございます。 

○議長（金元 正生君）  熊谷議員。 

○議員（１５番 熊谷 健作君）  結局、それもＳＤＧｓに関わる事業ですよね。だから先ほど言

っていましたけど、物価高騰対策なんかには使えないわけですよね、それは。使えないでしょ、

使えるんですか。何でもその使途が自由なお金ということでよろしいんですか。 

○議長（金元 正生君）  町長。 

○町長（安部 徹也君）  御質問にお答えいたします。 

 ＳＤＧｓというのは１７の目標がございまして、この世の中から貧困をなくそうであるとか、

健康を保とうであるとか、海を守ろうとか１７の目標がございます。このＳＤＧｓというのは、

基本的には我々の生活全てであります。ですから、このＳＤＧｓに基づいた事業構築を行い申請

すれば、優先的にこの１０億円の補助金、国の負担率が２分の１になりますけれども、この補助

金が頂けるということになっておりますんで、その物価高騰、その貧困の方がいらっしゃれば、

その人を救おうという事業を構築すれば、国に申請して認可されれば補助金が出るという仕組み

になっていると私自身認識しております。 

 以上でございます。 

○議長（金元 正生君）  熊谷議員。 

○議員（１５番 熊谷 健作君）  町長とこうやって話していると、時々何かこう話のすり替えみ

たいな、何でも私使えないと思いますよ、それ。まあもういいです、それにまたずっと話すると

時間がなくなるんで。 

 だから、私が言いたいのは、目の前の政策に対しての補助金、それから、何らかの自由に使え
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る、フリーハンドで使えるお金を獲得、それを言っているわけですよ。 

 副町長さん、御就任していただいて僅かな期間ですが。就任前は、日出町のことを調べていた

だいたと思うんですが、これほどお金がない町だというのは認識されていましたか。 

○議長（金元 正生君）  副町長、大路正浩君。 

○副町長（大路 正浩君）  お答えいたします。 

 私自身、こちらに来る前、正直なところ日出町の状況について、そんなに詳しく存じ上げない

ところはございましたですけれども、今、議員御指摘のとおり、やはり財政状況、大変厳しい状

況にあるという中で、どうやって国の予算を確保する、県の予算を確保する。そのことによって、

結果的に自由に使えるお金が増えるという側面もございますので、私自身いろんな国や県とのつ

ながりを持って、できる限り補助金などのお金を確保するように努めていくということが私に期

待されている役割の一つかなということで理解をしているところでございます。 

○議長（金元 正生君）  熊谷議員。 

○議員（１５番 熊谷 健作君）  ありがとうございました。今後よろしくお願いしたいと思いま

すが。 

 補助金の話は、また後でしますんで、１番の部分については、町長がずっとお話になったけれ

ども、それでちゃんと川崎小学校の補助金が出ない場合に、その基金の繰下げをするとかいう話

でしたが、そんな大した基金じゃないわけですから、緊急の場合のお金というのもないんですよ、

日出町はね。だから、それに向けての何らかの動きをぜひしていただきたいと。それがもう無理

ですと言うんだったら、もうそれはしようがないんです、それは。もうこれが限界ですというこ

とであればね。 

 次に行きますが、ふるさと納税の件ですけど、これはもう午前中に質問があって、大分詳しい

部分は答弁していただいたんですけれども、まず最初にお聞きしますが、フルーツとか野菜の話

は出たんですが、それはもう季節もので、年がら年中あるもんじゃないんですよね。 

 お聞きしたいのは、加工品等の新商品の開発というのはされているんでしょうか。 

○議長（金元 正生君）  政策企画課長。 

○政策企画課長（赤野 公彦君）  昨年１０月よりふるさと納税推進室が創設され、これまで多く

の返礼品を開発してまいりました。 

 例に挙げますと、牛乳、空揚げ、卵黄に代わる卵、それから、ノンアルコール、それから、ア

パレル商品、それから、最近ではお節を考えております。 

 また、提供事業者同士が連携した、単品でありましたけれども冠地どりと焼酎を組み合わせた

コラボ商品といったものも返礼品に多く登録しております。 

 これからは、返礼品がいろいろできましたので、返礼品そのもののＰＲに取り組んでいきたい
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というふうに思っております。 

○議長（金元 正生君）  熊谷議員。 

○議員（１５番 熊谷 健作君）  開発はされているということですが、それがどれぐらい消費者

という言い方は正しくないかもしれないですが、納税者のほうに響くのかなというのが分からな

いんですけれども、今日の午前中でもありましたが、本当にこれ皮肉なことなんですが、議員時

代あれほどふるさと納税のことについていろんな提案をしたり要望したりしていた町長が、就任

して１年目に減少するという大変皮肉な結果になっているわけですよ。 

 これは、前にも私言いましたけれども、都市間の競争、自治体間の競争がもう本当に激しくな

っていますよね。もう限られた住民税の奪い合いをしているわけですよ、１,７００以上の自治

体がね。でも、今、都市部の巻き返しがかなり大きくなっていると。だから、これはなかなか簡

単に伸びませんよという話をしたんですが、それでも前回、私が去年の９月に質問したときは、

町長は初年度で１０億、次年度で１５億、次は２０億、２５億というふうに答弁されているんで

すよ。これ議事録に載っています。そのとき、私はすごいなあということを思ったんですが、逆

に減少してしまったと。原因は、今日の午前中の答弁にありましたけれども。 

 そこでお聞きするのが、この前の総務産業委員会で、町長がポータルサイト、今、さとふるを

楽天に変えると。それをすると、何かすごい全然違うんですよという、何を言っているのか私も

よく分からなかったんですけど、委員会、私の発言が多いんで、もうその場は終わったんですが、

これ具体的にどういうことなんですか。もう一度よく説明してください。 

○議長（金元 正生君）  町長。 

○町長（安部 徹也君）  御質問にお答えいたします。 

 現在、日出町は、中間業者として４大ポータルの一つのさとふるを使っています。ですから、

今ふるさと納税は、基本的にはさとふるが日出町を担当して、全体を取り仕切っているという状

況でございます。 

 ただ、この４大ポータルの中で、一番影響力の強いのが楽天でございます。ということは、さ

とふるが楽天に力を入れない限りは、楽天のふるさと納税の金額が上がらない。ただ、さとふる

は４大ポータルのうちの一つですから、自分のところでふるさと納税していただくのが一番いい

ということで、なかなか楽天に力を入れることができないという理由で、本来であればふるさと

納税のその金額、楽天が一番多くないと、それはおかしい話なんですけれども、取扱額が一番大

きいので。ただ、日出町の場合は、さとふるが中間業者として入っているということで、この楽

天の金額が伸びていないということで、全体的な伸びが今止まっているという状況でございます。

御理解いただけましたでしょうか。 

 以上です。 
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○議長（金元 正生君）  熊谷議員。 

○議員（１５番 熊谷 健作君）  御理解できないんですがね。どういうこと、そのさとふるは、

もう中間業者で上にあって、その下に楽天がぶら下がっているということなんですか。しかし、

そのサイトを見ると、みんな並列して並んでいますよね。 

 私、見たんですけど、楽天のサイトよりもさとふるのサイトのほうが見やすいんですよね。そ

れどういうことなんですか。 

○議長（金元 正生君）  町長。 

○町長（安部 徹也君）  御質問にお答えいたします。 

 今もうまさに熊谷議員がおっしゃったとおりで、例えば、私、都城に行って、いろんなふるさ

と納税の話を聞いたりしているんですけれども、やはり都城の楽天のサイトを見ると、日出町の

サイトと非常に大きな差があります。多くの画像が貼り付けられて、非常にこのふるさと納税を

したいというような意欲が高まるサイトになっております。 

 一方で、日出町のサイトというのは、画像が非常に少なく、字のみになっています。これでは、

なかなかふるさと納税したいというふうな、たとえその日出町のサイトに行ったとしても文字し

かないので、途中で離脱して、そういうほかの都城であったり、そういう魅力的なサイトに行っ

て、ふるさと納税をしてしまう。 

 ですから、今後、この楽天のサイトを攻略しない限りは、日出町のふるさと納税は非常に伸び

が限られてくるということになりますので、本来であれば、この楽天のサイトを画像をたくさん

掲載して、非常にふるさと納税をしたいという意欲をそのサイトで高めなきゃいけないんですけ

れども、現状さとふるが中間業者に入っているということで、なかなかそこの改善が現状進んで

いないということになっております。 

 以上です。 

○議長（金元 正生君）  熊谷議員。 

○議員（１５番 熊谷 健作君）  そういった答弁が、けさの答弁に全然出てこないんですよね。

それ間違いないんですか、課長。今言っていることで、町長の。間違いない。 

○議長（金元 正生君）  政策企画課長。 

○政策企画課長（赤野 公彦君）  お答えします。 

 中間業者をさとふるさんにしていますので、さとふるさんが楽天のほうの掲載もしていただけ

るようになっております。そうしますと、町長が言われましたように、まず自分のサイトを強く

力を入れて、その次にという形になると思いますので、結果的に今一番シェアがある楽天さんに

力が十分行っていないのではないかというふうなところはあると思っております。 

○議長（金元 正生君）  熊谷議員。 
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○議員（１５番 熊谷 健作君）  何か私は、よく分からないんですけど、そうすることによって、

どれぐらい伸びが考えられるんですか。漠然でいいですけど。 

○議長（金元 正生君）  町長。 

○町長（安部 徹也君）  御質問にお答えします。 

 今のふるさと納税１兆２,７００億ぐらいあると思うんですけれども、そのシェアからいくと、

楽天が圧倒的にありまして、そのシェアに基づいて推測すると、もう数億円の違いはあるという

ふうに感じているところでございます。 

 以上です。 

○議長（金元 正生君）  熊谷議員。 

○議員（１５番 熊谷 健作君）  町長の話はいつも、いい話をするんやけど、数億円、本当、じ

ゃあ間違いないんでしょうね。それはもう期待していますけどね。いいよ、何かあるんなら。 

○議長（金元 正生君）  町長。 

○町長（安部 徹也君）  ちょっとまた補足したいと思うんですけれども、今回ちょっとその質問

の回答に入っているかどうか分からないんですけれども、これは楽天に力を入れようとすると、

さとふるとのその中間契約というのを見直さなきゃいけない可能性があります。そうすると、こ

れまでサイトにためてきた画像であったりとか、口コミであったりとか、そういったものがもう

一切なくなります。 

 ですから、中間業者を変える際には、ふるさと納税が、その期間はゼロになる可能性があるん

で、ここは非常に難しいところでございまして、その４大ポータルを中間業者にするんではなく

て、ほかの市町村の中で専門の業者をそのふるさと納税に特化した業者、その日田なんかいうの

はそうなんですけれども、業者を中間業者に指定することによって、その４大ポータル均等にす

ごく魅力的なサイトづくりができるんで、そっちのほうがふるさと納税伸びる可能性はあるんで

すけれども、日出町としても、そういう中間業者を選ぶのが、今後ふるさと納税を伸ばす上には

非常に有効だというふうに考えるんですが、ただ、それを決断するときは、これまでの培ってき

た、そういった写真であるとか、コメントであるとか、そういったものを全て捨てなきゃいけな

いというふうに聞いておりますんで、これを変えるということは、ちょっと一大決心が必要なん

で、そこら辺はしっかりと簡単に変えられるものではなくて、検証しながら変えたほうがいいと

いう判断になれば変えていくということになるというふうに思います。 

 以上です。 

○議長（金元 正生君）  熊谷議員。 

○議員（１５番 熊谷 健作君）  話聞けば聞くほど分からなくなる。どうするの、じゃあ、その

一体。 
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 変えたら数億円儲かりますよと。そうするためには、ちょっといろいろしなきゃいけない。そ

うするとまた落ち込みますと。何か言っていることよく分からないんですけどね。皆さん、分か

ります、聞いていて、この話。 

 これ、今までの話は、町長御自身の考えなんですか、それとも、何とか室、何とかタウンプロ

モーション室の考えなんですか、どっちなんですか。 

○議長（金元 正生君）  政策企画課長。 

○政策企画課長（赤野 公彦君）  お答えします。 

 中間業者を変えることで成果が上がるのではないかというふうな可能性はあるというふうには

考えております。 

 ただ、町長言われましたように、リスクもかなり大きいので、なかなか、その判断は難しいと

いうふうに思っております。 

○議長（金元 正生君）  熊谷議員。 

○議員（１５番 熊谷 健作君）  堂々巡りの話しててもしょうがないんですけど、するのかしな

いのかどっちなんですか。１つだけ、それだけ聞きます。 

○議長（金元 正生君）  傍聴席の方、お静かにお願いいたします。政策企画課長。 

○政策企画課長（赤野 公彦君）  回答します。 

 今のところは、検討中というところで、まだ決定をしておりません。 

○議長（金元 正生君）  熊谷議員。 

○議員（１５番 熊谷 健作君）  また、方向が決まったら教えてください。 

 それで、これもう何遍も言いますけども、いろんな加工品、あるいは新商品を開発しても、私

は、なかなか難しいと思うんですよ、この伸ばすのはね。 

 先ほど言いましたように、全国の自治体が今もう目の色を変えてやっているわけですよ。 

 例えば、ある商品を有名なタレントがテレビで紹介してくれましたと。あるいは、今有名なイ

ンフルエンサーが紹介してくれましたと、ＳＮＳで。そういうことでもあればバズるんでしょう、

それは確かにね。じゃそういうこともない限り、いろんなものをじゃあ上げましょうちゅうても、

私なかなか一遍に伸びる要素にはならないと思うんですよ、その商品がね。 

 だから私は、何遍も飽きるほど言うのがハーモニーランドなんですよ。せっかくここにあるん

だから、ハーモニーランドのキャラクターの限定商品、日出町だけの限定商品、サイトには何か

その旨書いてあるんですけど、何か大したものじゃないですよね、あれ。この前見ましたように。 

 だから、そういったものを開発してやりましょうよと言うんだけど、全然、話に乗ってくれな

いんですけど。 

 この前、委員会で町長に聞きましたよね。台湾へ行ったときに、小巻社長、３日間か４日間一
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緒にずっとおったわけだから、そういう話をしたんですかとお聞きしたら、いや、ハーモニーラ

ンドへ行く道が渋滞するんですよねというふうに話を変えられちゃって、その答えはないんだけ

ど、そういう話はされたかしないか、それだけちょっと言ってください。 

○議長（金元 正生君）  町長。 

○町長（安部 徹也君）  御質問にお答えいたします。 

 このハーモニーランド、サンリオの限定商品については、もう話はしております。ただ、そん

なこれ簡単に行く話ではなくて、このサンリオ限定商品に返礼製品にするには、これも相当なリ

スクがある話なんで、それはまたちょっと慎重に判断しなきゃいけないというふうに思っておる

ところでございます。 

 以上です。 

○議長（金元 正生君）  熊谷議員。 

○議員（１５番 熊谷 健作君）  そのリスクというのは何ですか。 

○議長（金元 正生君）  町長。 

○町長（安部 徹也君）  御質問にお答えします。 

 サンリオの限定商品を開発するには、その開発料と在庫、これを抱えなければいけません。そ

れ相応の在庫を抱えなければいけないので、まずは買取りになりますので、これを作って返礼品

とするのは、それはできなくはないんですけれども、それ相応の開発料と在庫のリスクを日出町

が抱えて、それが全てはければいいんですけれども、はけないときには、それは基本的には損失

につながっていくので、そんな簡単にばんばん増やそうと、そういうのはちょっと現状は難しい

というふうに判断しているところでございます。 

 以上です。 

○議長（金元 正生君）  熊谷議員。 

○議員（１５番 熊谷 健作君）  私、新しいキャラクターを開発してくださいと言っているんじ

ゃないんですよ。今いろんなキャラクターあるでしょう。キティちゃん以外にもいろんなものが

ね。それにロゴでもつけてもらって、日出町版ということで売ってもらったらどうですかと、そ

ういうことを言っているわけで、私、これない知恵で一生懸命考えて言っているんですよ、伸び

ないから。これ伸びているんなら言いませんよ。減少したんでしょう、町長。減少しているから、

私も一生懸命になって応援するつもりで言っているんだけど、後ろ向きに、ああ難しい、はあ駄

目だ、ああリスクだと言われたら何にも進まないと思うんですよ、これ。 

 話をして、どこまでそのそんなら向こうの小巻社長が妥協してくれたとかいうか、譲歩してく

れたんですか、その。 

○議長（金元 正生君）  町長。 
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○町長（安部 徹也君）  質問にお答えいたします。 

 基本的には、小巻社長には、その権限はないというように私考えております。小巻社長は、サ

ンリオエンターテイメントの社長でありまして、サンリオはまた別部隊なんで。 

 また今、キャラクターのお話をされましたけれども、たとえキティちゃんであっても、これは

ライセンス料というのは発生してきます。ですから、今のキティちゃんを使おうが、ポムポムプ

リンを使おうが、どんなキャラクターを使おうが、やはりそういったライセンス料であったりと

か、デザイン料というのは発生しますので、既にキティちゃんあるから、それを使えばただでで

きるでしょうという話ではございませんので、なかなかサンリオさんというのは世界に名立たる、

そういうキャラクターを持っておりますので、このライセンス管理というのは非常に厳しいもの

がございますので、そのデザイン料であったりとか、あと商品の開発、そして、やはり相当なロ

ット数を作らないと、なかなか利益につながらないというふうに考えていらっしゃると思います

ので、それは相応のお金がかかる。 

 また、たくさんそういうものを作れば作るほど、日出町とすると、それなりの負担をしなけれ

ばいけないということになりますので、そこら辺はまた今後ちょっと慎重に検討しながら、もし

サンリオさんのほうで買取りではなくて、出る分だけ負担してくれるということであれば、それ

は非常に我々とするとウエルカムな話なんで、そういう話も、また今後サンリオさんとはしてい

きたいなというふうに思っています。 

 以上でございます。 

○議長（金元 正生君）  熊谷議員。 

○議員（１５番 熊谷 健作君）  何点か私、言いたいんですけどね。まず、小巻社長に権限がな

いと今初めて私聞いたんですよ。それ何で今までじゃあ言わないんですか、それ。この前の委員

会のときにもそれ言わないし、今ここになって言うと、ああ言えばこう言うなんですよ、だから

ね、一々が。 

 それで、ライセンス料がかかるとかさ、もうできない理由ばっかし述べるでしょう。あなたこ

こにいたときはそんなこと一切言わなかったよね。向こう側に行ったら、もう職員と一緒になっ

ちゃうんだよ、あなたはね、政治家じゃなくて。できない理由ばっかりこうやって言うようにな

ってしまった。本当に人間変わっちゃったね、残念ですよ、私は。 

 それね、じゃあどうするんですか。サンリオまで行って話する気持ちあるんですか、本社まで

行って、その権限は全くないということだけど。 

○議長（金元 正生君）  町長。 

○町長（安部 徹也君）  現状、サンリオとの交渉は、既にそういうものは担当課が行っていると

ころでございます。ですから、今後もそういう話をするんであれば、サンリオとしっかりまた話
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をしていきますし、そういう商品開発も検討はしていきたいというふうに思っているところでご

ざいます。 

 ただ、熊谷議員、サンリオさんのことばっかりおっしゃっていますけれども、私自身このふる

さと納税というのは、より日出町の企業が豊かになるための方策としてしっかりやっていくべき

だというふうに思いますので、サンリオさんももちろん重要ですけれども、まずは今日午前中に

質問があったように、日出町の農家であったりとか、漁師の皆さんであったりとか、そういうと

ころがしっかりとまた豊かになるための、そういう商品開発、そちらのほうが、まずは重要じゃ

ないかなというふうに思いますし、もちろんそのふるさと納税を上げるという意味では、ハロー

キティ、そういったサンリオのキャラクターも非常に武器になりますので、そこについてはまた

しっかりと考えていきたいというふうに思います。 

 以上です。 

○議長（金元 正生君）  町長に申し上げます。質問が終わってから挙手をお願いいたします。熊

谷議員。 

○議員（１５番 熊谷 健作君）  町内の地場産業とか、第一次産業者のことはまた別の話ですよ。

それは、その育成のためにということを菅さんが言うて、これ始めたわけですからね。だけど、

それは当たり前の話であって、だけどそれだけじゃ飛躍的に伸ばないから私は言っているわけで

すよ。 

 今年度１０億なんかいかないでしょう。だって公約だったんでしょう、私の答弁に対して。

１０億いかないから私は言っているわけですよ。 

 それで、サンリオばっかし言うけど、ほかに何かあります、じゃあ、その特別に伸びるの。な

いんですよ。それで私、何でハーモニーランドも言うかわね、今日、傍聴席にＯＢの方もいらっ

しゃってますけど、日出町、ハーモニーランド対して結構今まで本当にいろんなことしてあげて

いるんですよ、歴史があるんですよ。 

 だから、それにもう応えてくださいよと、そういう気持ちがあって私はそれ言っているわけで

す。だから無理難題を言っているつもりはさらさらないんで、ぜひ本社に行くなりなんなりして、

課長お願いします。 

 だから、このタウンプロモーション室、これもうどういうことをやってるかと、もう聞きませ

んわ、じゃあね。今言ったようなことをやっているということでいいんですね。 

○議長（金元 正生君）  政策企画課長。 

○政策企画課長（赤野 公彦君）  前回の議員の一般質問にもありましたとおり、ハーモニーラン

ドとの連携をということでありましたので、先月、ハーモニーランドのほうに何度か私どものほ

うが行って打ち合わせはしております。ただ、まだ新製品の活躍・活動・開発等、そういったま
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ではいっておりません。 

○議長（金元 正生君）  熊谷議員。 

○議員（１５番 熊谷 健作君）  時間がないので、次の企業版ふるさと納税のことですが、これ

はパイは決まっていないわけですよね、そうでしょう。 

 この前、報道で、大分市の企業が１００万円、これはどういった経緯でしていただいたのか、

公表できる範囲で教えてください。 

○議長（金元 正生君）  政策企画課長。 

○政策企画課長（赤野 公彦君）  企業版ふるさと納税につきましては、企業から直接申し込みが

ある場合と、仲介事業者が紹介される二通りのパターンがあります。 

 先月の場合ですけども、企業から企業版ふるさと納税のマッチングサービスの委託業者であり

ました大分銀行さんの仲介により紹介があって寄附につながったというところであります。 

 以上です。 

○議長（金元 正生君）  熊谷議員。 

○議員（１５番 熊谷 健作君）  企業さんは、日出町に魅力を感じてしていただいたんですけど、

その理由というのは何なんですか。 

○議長（金元 正生君）  政策企画課長。 

○政策企画課長（赤野 公彦君）  お答えします。 

 聞きましたところ、ものづくりをする会社でしたので、そういった思いがありましたので、日

出町の事業に対して日出町の夢をかなえ、魅力ある仕事づくりのまちづくり事業に対して興味を

持ったということで、そういった意向があり、大分銀行さんがつないでいただいたということで

あります。 

○議長（金元 正生君）  熊谷議員。 

○議員（１５番 熊谷 健作君）  ですから、そういう企業版というのは、努力次第で、そうやっ

て反応していただける、応援していただけることを増やすということは、できることなんですよ

ね。 

 私、企業版ふるさと納税というのは、当時の安部議員が質問することによって私知ったんです

よ、本当に。あの時も熱意を込めて、企業版ふるさと納税やりましょうよと言いましたよね。 

 今現在高は、今日午前中ありましたが、これ目標値というのはあるんですか。 

○議長（金元 正生君）  政策企画課長。 

○政策企画課長（赤野 公彦君）  今年度につきましては、先ほども町長お答えしましたけれども

２６０万円となっておりますけれども、今後の目標につきましてですが、寄附の金額というのも

確かに大切でありますが、企業版ふるさと納税につきましては、幾らしていただけるかというの
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なかなか分からないところがありますので、それから、多くの企業から日出町のまちづくりに賛

同していただいて、一緒にまちづくりをしていきたいという企業を探していきたいと思っていま

すので、そちら目標数値につきましては、金額の設定ではなくて、前年度を超える件数を目標と

しております。 

○議長（金元 正生君）  熊谷議員。 

○議員（１５番 熊谷 健作君）  前年度を超えるというのは、かなりどうなんですかねと思うん

ですけど、それは相手のあることですからね。 

 町長、どうやってこの魅力を広げていこうとしているんですか。さっき言った何とか宣言が役

に立つんですか。 

○議長（金元 正生君）  町長。 

○町長（安部 徹也君）  御質問にお答えします。 

 熊谷議員おっしゃるとおり、ＳＤＧｓ未来都市になりますと、非常にこれは全国的にも注目を

浴びまして、今多くの企業がＳＤＧｓに関心を持っていまして、何とかまたＳＤＧｓなまちづく

りに協力したいというようなこともあるようです。 

 ですから、こういったＳＤＧｓ未来都市に選ばれたということは、非常にまたこの企業版ふる

さと納税、もしくはいろんなＳＤＧｓの今後、関連事業をやっていくわけですけれども、ＳＤＧ

ｓに関連する企業が日出町に注目をしていただけるということに役立つというふうに思っており

ます。 

 以上です。 

○議長（金元 正生君）  熊谷議員。 

○議員（１５番 熊谷 健作君）  ぜひ、そういったふうに企業へのアピール、これは、もう町長

得意分野と思うんですよ、そういったことは。その明るいキャラで、各企業にお願いするちゅう

のは。それは、特性ですから、ぜひ、その点で伸ばしてください。 

 次に、財政の話で一番もうこれが基本中の基本なんですが、交付税の話になりますけれども、

私がここで言うのは、もう何回目になるかなと思うぐらい言っているんですが、先日の報道で今

年度の普通交付税の金額が決まりまして、日出町は約２６億で、前年度比５.３％伸びてるんで

すよね。これは、当初予算からの伸びなんですけど、決算でいくと、昨年度末は２８億あったん

ですが、こういうふうに毎年、その前も伸びているんですよね。だから、日出町の基準財政需要

額が徐々に伸びていっているのかなというふうに思うんですけども、それでも県内から行くと、

姫島村に次いで少ない金額なんですよね。本当に少ないんですよ。もうあきれるほど。 

 これだから、私ね、これ毎回言うと、職員さんなんかは、間違いありませんと、適正に計算さ

れております。一片の曇りもありませんというふうにおっしゃるんですが、私から言うと、どう
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してこんなに少ないのかな、日出町はと。面積は確かに少ないけれども、ほかに面積の少ない市

町村もあるし、人口から言えば多いんですよ、日出町はね。なのに、国東や杵築よりもかなり少

ない。だから、当初予算も倍近く違うんですよね。 

 これね、戦略的に、じゃあ増やすためには何を増やせばいいのかと。町は、基準財政額の統計

の中で、指標の中で。子供が何人増えたら、これだけ増えるんですよとか、そういったことはあ

るんですか、ないんですか、それは分からないんですか。 

 財政課長が、この５.３％増えたのは、それぞれの指標が増えたからということなんですが、

その中身でこれを増やせばちゅうのありますか。 

○議長（金元 正生君）  財政課長。 

○財政課長（河野 明弘君）  お答えいたします。 

 議員御指摘のとおり今年度５.３％増えています。その分については、９月補正で計上させて

いただいております。もう仕組みについては、議員も御存じかと思いますが、基礎数値というの

がございます。例えば、人口、あるいは、面積、それから、６５歳の人口とか幅広く、各費目ご

とに必要な基礎数値というのがございます。 

 ですので、例えば、極端なこと言えば、高齢者が増えれば、その分の需要額が増えるというと

ころも当然ございますし、あと先ほど言われましたように、どうしても過疎地域と比較となりま

すと、合併もそうなんですが、起債、過疎対策事業債あるいは合併特例事業債というところで交

付税が７割措置されるというところが大きな差の一つの要因かとはなっておりますが、なかなか

じゃあ、日出町としては、どういった形でじゃあ交付税を増やせるのかといったところになると、

現実問題なかなか道路が急に広くなるわけでもありませんし、現状、今考えられるのは、子供の

人数、子供の人数が増えれば増えますけど、その分、逆に保育の費用も増えるということにもな

りますので、増えること自体がいいのかというのもなかなか一つ考えるところではありますけど、

うちのあとメリットは、財政力が高いというところもありますので、結果的にほかの市町村、今、

県内で多分第２位か第３位ぐらいでありますので、結果的にその財政力の差が、交付税の差にも

つながっているというところは御理解いただきたいと思います。 

 以上です。 

○議長（金元 正生君）  熊谷議員。 

○議員（１５番 熊谷 健作君）  結局、戦略的なものは何もないということなんでしょうけども、

確かに合併したところは、特例債の返済の分が入っているとか、今言われた過疎債の分が入って

いるとか、あるいは市においては、その福祉予算の一部、生活の分が入っているとか、それはあ

るでしょう。 

 しかし、それにしても、これだけずっと長い間、日出町が、その交付税が少ないというのは、
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どうにかしてほしいなと思うんですが、まず今過疎債の話が出たんで、これ余談になるんですけ

ども、私も過疎債のことそう詳しく勉強していなかったもんですから、財政課長に資料を取り寄

せてもらったら、人口減少率とか、今言われた高齢者比率とかで、過疎債の適用ができるできな

いが決まっているようなんですが、一番私びっくりしたのが、財政力が０.５１以下じゃないと

駄目だというのが、私知らなかったんだけど、町長、知っていました、これ。知らないでしょう。 

 だから、まずこの部分が、まず日出町は無理なんですよ。０.５８ですかね、今度の決算で。

だから、よその県内の１８町村で、この０.５１以下をクリアしているところいっぱいあるんで

すよね。だから県内でも日出町は財政力がいいほうなんですよ。いいほうたって０.５８ですけ

どね。だから中途半端なんですよね、日出町が。だから、過疎債も使えない。 

 そういうことなんですが、今の課長の話では、これで我慢してくださいということなんで、も

うやめますけれども、何らかの消防機庫を増やしたら増えるとか、そういうこともないんでしょ

うから、また何か研究して、いい方法があれば取り組んでいただきたいと思います。 

 それと補助金の件ですが、先ほど町長がもう大分言われましたんで、もう一つに絞ります。 

 川崎小学校なんですが、これ基金、まちづくり基金ですか、いよいよのときは、それを取り崩

すという話だったんだけど、これ本当にそういう気持ちがあるんでしょうか、ないんでしょうか。 

○議長（金元 正生君）  町長。 

○町長（安部 徹也君）  御質問にお答えいたします。 

 この川崎小学校の建て替えの資金については、これは従来よりお伝えしていますけど、原則は

国からの補助金を待つということで、来年度も下りないようであれば、もう言っているとおり単

独で、単費でやっていくのも、それもありかなというふうには考えております。 

 以上です。 

○議長（金元 正生君）  熊谷議員。 

○議員（１５番 熊谷 健作君）  こういった文科省経由、前も副町長にお聞きしましたが、一例

ですけど、別府市の図書館、あれ５１億らしいんですよ。それで、国の補助金が１１億、私向こ

うの財政課長に聞いたら、そのようにおっしゃってくださったんですが、それが多いのかどうか

私分からないんですが、ある人に言わせると、ある議員に言わせると、自治体の首長によって補

助金獲得がうまい人もいれば、そうでもない人がいるという話なんですが、副町長、昔、財務省

に都道府県の知事とか、大きい政令都市の市長とかが財務省に行って、廊下でこう列を作って陳

情していたというのが当たり前の光景だったんですが、今は全くそういうことはないんですよね。 

○議長（金元 正生君）  副町長。 

○副町長（大路 正浩君）  私、最近の状況を必ずしもつまびらかにしないところございますけれ

ども、規模は大分縮小していることは間違いないと思うんですけれども、いろいろ要望・要請事
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項をもって国のほうを回っておられるような光景は、今でも目にすることはございます。 

○議長（金元 正生君）  熊谷議員。 

○議員（１５番 熊谷 健作君）  時期的には、今からの予算編成時期になると思うんですが、国

政が今ちょっと混乱してるんですけど、町長、一度上京して、前も言いましたが、地元の議員も

いるんで、ぜひ、そういったことに副町長と一緒になって汗をかいていただきたいと思うんです

けど、どうでしょうか。 

○議長（金元 正生君）  町長。 

○町長（安部 徹也君）  御質問にお答えいたします。 

 例年１１月には、全国町村会がありますので、その際には大分県選出の国会議員の先生には陳

情に行っていますし、この川崎小学校の件については、副町長ともども複数の国会議員の先生に

お願いして、何とかこの市町村、日出町だけではないんで、大分県でも多くの市町が、この小学

校の長寿命化の資金が採択保留になっているという話がありましたので、複数の国会議員の先生

にその現状を伝えて、担当の省庁にその現状を伝えていただいているところでございます。 

 また、その担当の省庁は、そういった各市町村が困っているということを踏まえて、今後対応

するというお話をいただいているところでございます。 

 以上です。 

○議長（金元 正生君）  熊谷議員。 

○議員（１５番 熊谷 健作君）  ぜひそういったパイプがつくれるものならつくっていただいて、

この後は藤原小学校もありますけれども、私もう口に出すのも恐ろしいのが的山荘なんですよ。

これいつかしなきゃいけないんで。そうすると文化庁なんちゅうところは、全く金を出さないと

こですからね、これ。 

 だから、そういったこともあるんで、ぜひパイプをつくっていただきたいと思いますが、あと

最後に、宿泊税ですが、これは町のスタンスとしては県の意向を重視するということだったんで

しょうけど、この前、町長も出席されたんですかね、この会議に。 

 ただ、１８市町村、それぞれ意見が分かれたということなんで、恐らくすぐにはできないと思

うんですよ。これ町独自で、日出町は宿泊税を設けますというようなことを検討されたことはあ

るんでしょうか、ないんでしょうか。ないんでしょうけど、どうなんでしょうか。 

○議長（金元 正生君）  財政課長。 

○財政課長（河野 明弘君）  お答えいたします。 

 今、議員御指摘のとおり、先日、報道でもあったと思うんですが、１８市町村の首長が集まっ

た会議の中でも議論されていますし、その前の８月２１日も県の主催で市町村職員が参加して関

係会議が開かれたところであります。 
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 現状、今、町独自では、まだ検討はしておりませんが、まずはちょっと大分県の動向を注視し

ていきたいなというように考えております。 

 以上です。 

○議長（金元 正生君）  熊谷議員。 

○議員（１５番 熊谷 健作君）  町内大きなホテルが４つですかね。するとかなりの宿泊数にな

ると思うんですよ。だから、宿泊税を幾らぐらい、よその自治体がどれぐらいで設定していて、

宿泊数がこれぐらいだからこれぐらいの収入が入るんだなという計算をしたことも、それもない

んですか。 

○議長（金元 正生君）  財政課長。 

○財政課長（河野 明弘君）  申し訳ありません。まだ、そういった細かな積算もまだしておりま

せん。 

 以上です。 

○議長（金元 正生君）  熊谷議員。 

○議員（１５番 熊谷 健作君）  それが町の財政にどれぐらい寄与できるか分からないけど、で

も取れるものは取ったほうがいいと思うんですよ。 

 それで、これ県の動向なんだけど、県なんか結論出していませんよ、またこれ。すぐ１年、

２年たちますよ。だから、その前に、もう日出町はもう見切り発車しますでいいと思うんですけ

ど、町長、そういう考えはないですか。 

○議長（金元 正生君）  町長。 

○町長（安部 徹也君）  御質問にお答えします。 

 恐らく日出町の年間の宿泊者というのは２０万人ぐらいだというふうに思うんですね。これは、

その入湯税からグランビィリオとグラウンドメルキュール、あとはソラージュですか、この３件

は分かるんですけれども、あとＡＺを加えると大体年間２０万人ぐらいなのかなというふうに思

いますので、宿泊税１００円を取れば２千万円、２００円を取れば４千万円ということになりま

す。 

 ただ、この宿泊税というのが、先般の会議でも出ていたんですけれども、国との交渉をその市

町村がやらなきゃいけない。この事務負担が相当大変だということで、会議では、まずは県にも

うお任せしようと。県が導入して、県が宿泊税をまとめて徴収いただいて各市町村に分配される

形のほうが、その導入を希望する市町村も事務負担がなくていいんではないかという話でござい

ました。 

 ただ、その宿泊税については、大分市がその反対の姿勢を貫いておりまして、ここら辺、全県

一斉にできるかというとなかなか難しいところがあるのではないかなというふうに思いますので、
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日出町が独自にその宿泊税を取るとすると幾ら取るのか、また、そういった交渉も国とやってい

かなきゃいけないので、そういうことに、まずは耐えることができるかどうかというのを検証し

た上で、またその宿泊税については検討していきたいというふうに思います。 

 以上です。 

○議長（金元 正生君）  熊谷議員。 

○議員（１５番 熊谷 健作君）  既に別府市はもう先行してやっているんでしょう。コストとい

うのが、人的コストというのか財政的コストというのか分からないんだけど、お金に関して言え

ば、単年度でペイできるぐらいのお金ではないんですかね。ですから、そうちゅうちょすること

はないと思います。ぜひ、やっていただきたいと思います。それは、宿泊業者との打ち合わせと

いうか、すり合わせが絶対必要でしょうけどね。ぜひお願いします。 

 次に、川崎工業団地なんですが、この前も予算委員会で私申し上げたんですけれども、当初の

予算からかなり増えてきていますよね、いろんなことをしなきゃいけないということで。 

 この定例会にも９千万の補正が上がっているようなんですが、これできたら優先して１区ぐら

い売れた後に、この追加工事をしたらどうかというふうにお話ししたんですけど、それをこの

９千万をつぎ込まないと完成しないから売ることもできないというような答弁だったので、我々

もそれは認めざるを得ないのかなというふうには考えておるんですが、そこで作った以上は企業

に来てもらわなければなりません。 

 今のところ何社かから興味を示していただいているということなんですけれども、日出町とし

て町外から呼び込むのが大前提だということは、もう確認済みなんですけれども、どういった業

種の方が様子を伺っているのか、そしてまた、町としてどういった業種を念頭に置いているのか、

改めてまたもう一度聞きます。 

○議長（金元 正生君）  まちづくり推進課長。 

○まちづくり推進課長（坂西 和宏君）  お答えします。 

 企業誘致につきましては、言われましたように町外からの融資が望ましいと考えております。

特に、製造業を第一に想定しております。ただし、これに限らず地域と調和できるよう多様な業

種からの申込みも受け付けてまいりたいと考えております。 

 現在、運送業と金属加工業、設備工事業など合計６社から問合せをいただいているところです。 

○議長（金元 正生君）  熊谷議員。 

○議員（１５番 熊谷 健作君）  私、研究所なんかもいいんじゃないかなと思うんですけど、そ

ういったところの問合せはないんですか。 

○議長（金元 正生君）  まちづくり推進課長。 

○まちづくり推進課長（坂西 和宏君）  現状は受けてはおりません。 
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○議長（金元 正生君）  熊谷議員。 

○議員（１５番 熊谷 健作君）  その６社の反応として、手応えというのは、課長どういうふう

にお感じになっていますか。かなり手応えがあるなと、来てくれるなと、いや、これはちょっと

冷かしかなと、どっちですか。 

○議長（金元 正生君）  まちづくり推進課長。 

○まちづくり推進課長（坂西 和宏君）  どこまでどう言っていいのかちょっと分かりかねるんで

すけれど、３区画あります。３区画が、体育館そばの区画なんですけど、そこは若干人気がある

のかなという意味で、手応えとしては３区画ではあるのじゃないかなと思っております。 

 以上です。 

○議長（金元 正生君）  熊谷議員。 

○議員（１５番 熊谷 健作君）  あそこの場合、３区画全部売却が前提ですよね。賃貸でもいよ

いよのときはしようがないと、そういう話だったんですけれども、町長は、ここに書いています

ように、町長選挙終わったときに、町長に就任されたときに、一旦は立ち止まって、今の経済状

況から言って、これはちょっと難しいかもしれないから様子を見ようとか、そういったことの考

えは全くなかったわけですか。それとも、ある程度御自身で勝算がある、だから、これもうすぐ

来ますよというふうに考えているのか、どうなんでしょうか。 

○議長（金元 正生君）  町長。 

○町長（安部 徹也君）  御質問にお答えいたします。 

 就任時に、この事業の休止であったりとか、中止判断できたのではという御質問でございます

けれども、この川崎工業団地の予算が上程された当時、私は議員をやっておりまして、この予算

非常に賛否分かれたんですけれども、私は賛成して予算を通したという経緯があります。 

 当時、議員として、このゴーサインを出しておきながら、立場が変わったからといって、その

休止であったり中止するということは、やはり政治家としてどう説明できるのか、説明がつかな

いですし、その予算を承認した責務がございます。 

 この事業自体は、私がやろうと言って提案したものではなくて、当時やはり急に話が湧いてき

た予算で、議員にも何ら説明がなく、急に上がってきたんで、それを、まあ裏はどういう意図で

この予算上げたのかなというふうに思って、また、この土地は塩漬けになるんじゃないかなとい

う危惧はしておったんですけれども、やはり予算を通したという政治家としての責務を果たすべ

く、この事業が成功裏に終わるように、できる限り今は効率的な造成、そして、企業誘致に尽力

しているところでございます。 

 もう工事完了まであと数か月のところまでやってまいりました。ですから議員の皆様にも協力

を仰いで、何とか早期に進出いただける企業をオール日出町で見つけてまいれればというふうに
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思っている次第でございます。 

 以上です。 

○議長（金元 正生君）  熊谷議員。 

○議員（１５番 熊谷 健作君）  分かりました。 

 町長としてどういった戦略を描こうとしているのか、これから。台湾２回行かれましたよね。

台湾は、私個人の感想では、どっか半導体企業でも訪問して、どっか誘致の話でもしてくるのか

なと思ったんですが、されたんですかね。それで、報告書を見ると、人的交流とか文化交流とか

観光とか、そういった文言は並んでるんだけど、肝腎の企業誘致については一切載ってないんで

すけど、どうなんですか、その台湾については。 

○議長（金元 正生君）  町長。 

○町長（安部 徹也君）  御質問にお答えいたします。 

 台湾の企業については、半導体の後工程の工場、企業が、その工場を探しているということで、

元テキサスの方が、そういういろんなところで、そういう適地を探しているというようなお話も

いただいていますので、原則はやはり、その日出町旧テキサスの工場があったところですから、

その人材が豊富にいらっしゃいますので、今のところはそういう方から、いろんなその半導体の

企業の情報をいただきながら、台湾の半導体企業の進出、そういった話を進めているところでご

ざいます。半導体関連については、以上のような感じでございます。 

 以上です。 

○議長（金元 正生君）  熊谷議員。 

○議員（１５番 熊谷 健作君）  その他については。 

○議長（金元 正生君）  町長。 

○町長（安部 徹也君）  御質問にお答えいたします。 

 その他の企業については、日出町にもいろんな企業さんがいらっしゃいます。例えば、大手の

流通企業、これは日本でも非常に有数な企業なんですけれども、そういう企業が来たときに、そ

このＰＢ製品の工場を日出町に造っていただけないかとか、そういった、もしくは日出町の企業

でも、その半導体のサプライチェーンの中にある企業が複数ございますので、そういった企業に

ついてはお知り合いの企業で、今工場を探している企業がないか、そういった話をしていますし、

あと金融機関を通じて企業を紹介してくれと、そういう話もしているところでございます。 

 以上です。 

○議長（金元 正生君）  熊谷議員。 

○議員（１５番 熊谷 健作君）  熊本のＴＳＭＣ、台湾の企業ですよね。ここが誘致できたのは、

まず水がある。それから、関連企業、ソニーさんがあるんですかね。それと労働力があると、若
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い。そういったことが、要素としてあそこに来られたんだと思います。そのときは、まだ地震も

ないというような話だったと思うんですけど、地震はありましたけど。 

 ただ今、聞くところによると、第２工場が、ちょっと見通しがつかないと。それは、もうトラ

ンプ関税の影響だと思うんですけど、ＴＳＭＣは造りますよというふうにおっしゃっているそう

なんですが、そういったふうに世界的に半導体が今から先どうなるか分からない状況で、今、町

長が言われる地元の企業というのは、私どういったところか知りませんけど、それは、そういっ

た世界的な経済状況と余り左右されないということでよろしいですか。 

○議長（金元 正生君）  町長。 

○町長（安部 徹也君）  御質問にお答えいたします。 

 そういった企業というのは、私が声かけている企業は、例えば、今ＴＳＭＣと取引がある企業

であったりとか、そういう半導体の関連であったりとか、あとはメーカー、ものを生産している、

そういうような企業、それもサプライチェーンの中に入っている企業でありますけれども、そう

いった企業の知り合いの会社で工場進出を検討しているところがあれば御紹介してくださいとい

うお声がけをしているところでございます。 

 以上です。 

○議長（金元 正生君）  熊谷議員。 

○議員（１５番 熊谷 健作君）  どういった企業か分かりませんけど、ぜひ御努力は続けていた

だきたいと思うんですが。 

 水ですよね。水を大量に使うというと、また、これも不安ですしね。労働力が、果たして、こ

の近辺にどれだけあるのかというのも私も分かりませんし、そういった不安要素も多いんですが、

何よりも去年、私たちが愛知県のみよし市に行ったときには、かなり手厚い優遇策をしているん

ですよ。 

 先ほども豊岡議員の中でも、地元企業への優遇策という話あったんですが、企業誘致に対して

も、本当に我々が驚くような優遇策をしているんですよ。このためにもやはりお金が要るんです

よ、町長、財源が要るんですよ。だから、補助金の関係ない、これまたお金だと思うんですよ、

みよし市がやっているのは、独自の。そりゃ、国や県の補助事業もやっていると思いますが、そ

れ以上にバリエーションがすごいんですよ。 

 そういった意味で、やはり財源をまず何とか確保して、それから、優遇策を手厚くしていく。

時間的に可能かどうか分かりませんけどね。そういったことも必要だと思います。課長、何かそ

ういったことで勉強されたことありますか。 

○議長（金元 正生君）  まちづくり推進課長。 

○まちづくり推進課長（坂西 和宏君）  お答えします。 
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 ６月の議会一般質問でも同じように聞かれて、町独自で言えば町の企業誘致促進条例に基づい

て、土地購入とか金額を２割か５割か補助するような制度はあります。それを上げたいという私

どもの思いはあるので、一応、研究はしておるところではあります。 

 以上です。 

○議長（金元 正生君）  熊谷議員。 

○議員（１５番 熊谷 健作君）  そういえば、前回そういう何かやり取りがあったように思いま

したが、それだけではないんですよ、本当に。そういう町が条例で決めているものじゃ全然物足

りないと思いますので、予算の関係でできない部分が多いと思いますけど、何かそういったこと

もさらに研究していただきたいと思います。 

 この項の最後なんですけどね、町長、最近、夢をよく見るんですよ、寝苦しい夜にね。その夢

というのが、これから先、数年後にテレビのローカルニュース、その中で川崎工業団地が映るん

ですよ。それ草がぼうぼうと生えているんです。ナレーションが入るんですよ。「日出町の川崎

工業団地、多額の予算を継ぎ込みましたが、企業誘致のめどが立っておりません。その当時、こ

の事業を推し進めた町長以下執行部並びにその予算を認めた議会の責任が問われます」というふ

うな夢を見るんです。悪夢ですよ、私。本当にうなされて目が覚めるんです。 

 だから、そういったことにならないように、これだから我々が本当責任あるんですよ。そちら

側の責任だけでなく、我々も必ず責任あるんですよ、これ予算認めてきたんですから。そういっ

た意味で、ぜひそういった事態にならないようにお願いしたいと思います。 

 我々は、どの程度お力になれるか分かりませんけど、商工会とか、いろんな関係の議員もたく

さんいますので、何かあればお声がけをしていただきたいと思います。 

 最後になりますが、前回の一般質問。教育長、お待たせしました。 

 図書館とランドセルのことをお聞きしたんですが、なかなかつれない御答弁だったように私は

感じました。しかし、案外、町民からこれ反応がありまして、やはりこういった質問したことは

過去にないですね。図書館もその維持とか管理はあるけれども、運営とか図書の中身とかいうこ

とを聞いた議員は今でいませんでしたよね。 

 だから、そういった意味で、図書館に興味ある人は、やっぱり反応してくれましたし、ランド

セルも課長、重たいって言っていますよ、保護者は。 

 課長さんは、この前どんどん軽くなってますよなんておっしゃっていたけど、そんなことない

ですよというのが、世の中の保護者のお声なんですよ。 

 だから、その後この２件について内部で、教育委員会あるいは図書館の内部で検討され、ある

いは何かお話をされたのか、それとも、はははと笑っておしまいだったのか、どちらかお聞かせ

ください。 
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○議長（金元 正生君）  町立図書館館長。 

○町立図書館長（河野 英樹君）  お答えいたします。 

 ６月の一般質問で、本屋さんと共同でコラボをして、何か企画していただければ、何か違った

意味で新しい展開ができるんじゃないかと思うんですといった日出町の地元の本屋さんとコラボ

について御質問がありました。 

 その後、図書館にお越しになった書店の方と協議する機会がありました。図書館の職員が書店

に来ていただいて購入するか検討してほしいと、実際の本を手に取って選書をしていただきたい

と書店の方から提案もありましたので、ほかの共同事業も含めて前向きに検討したいと思います。 

 また、地区公民館で町立図書館の本を貸し出すことについて御質問がございました。図書館の

司書が選書した本等をまとめて、１か月程度の期間貸し出す団体貸付け、こういったことができ

ないか検討しているところです。 

 さらに、交流ひろば広場ＨｉＣａＬｉの行政部門と図書館部門を一緒にして指定管理に出せば、

かなりの経費節減につながるのではないかと質問がありました。 

 再度、業者に現在の同じ人員で指定管理した場合の見積りをお願いしたところ、やはり人件費

だけでも今年の令和７年度予算の日出町の人件費よりも高額になるとの回答を得ています。引き

続き指定管理等については、情報収集等を研究をしていきたいと思います。 

 以上です。 

○議長（金元 正生君）  学校教育課長。 

○学校教育課長（木田 尚武君）  はじめに、６月一般質問で議員のランドセルに関する質問が町

民からの反響をいただいていることに関しまして、教育委員会として真摯に受け止めております。 

 児童のランドセルの軽量化及び保護者の教育費の負担軽減につきましては、重要な課題である

と認識しております。 

 御質問の議論、検討状況につきましては、教育委員会が校長会で問題提起し、従来のランドセ

ルにとらわれず軽量なリュック等の選択肢があることについて、今後、早急に保護者向けに周知

する必要があると学校とも共有しております。 

 実際、複数の小学校では、現在、ランドセル型リュック──リュック型かばんと申しますが、

登下校でかるっている児童もいて、学校も許可をしております。今後も多種多様なニーズに妨げ

ることなく、経済的負担に配慮した学校環境の整備に努めてまいりたいと思います。 

 以上です。 

○議長（金元 正生君）  熊谷議員。 

○議員（１５番 熊谷 健作君）  ありがとうございます。お二方とも前回とはさま変わりな答弁

をいただきまして、大変ありがとうございました。その方向で、ぜひしていただきたいと思いま
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す。 

 特に、地区公民館の図書の件は、私の発想じゃなくて、住民の方からの御要望で提案したもの

ですから、またそれもなかなか難しいかもしれませんけど、よろしくお願いいたします。 

 一般質問終わりますが、今回、今日の代表監査委員の発言にありましたように、監査の指摘は、

今まで以上にかなり突っ込んだ指摘をしていただきました。内容について、私も本当にうなずけ

ることばかりでした。どうか、町長以下職員の方は、そういった監査の指摘についても真摯に受

け止めていただいて、さらなる町政発展のために御努力をお願いしたいと思います。 

 以上で終わります。 

────────────・────・──────────── 

散会の宣告 

○議長（金元 正生君）  お諮りします。本日の一般質問はこれで終了し、明日定刻から一般質問

を続けたいと思います。これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（金元 正生君）  異議なしと認めます。したがって、本日はこれで散会し、明日定刻から

一般質問を続けることに決定しました。 

 本日はこれで散会します。御苦労さまでした。 

午後２時37分散会 

────────────────────────────── 


